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はじめに

このたびは『読んde!!ココ Ver.13』をご利用いただき、まことにありがとうござい

ます。

『読んde!!ココ』のマニュアルは2部構成になっており、本書は第2部 応用編マ

ニュアルです。第1部 ユーザーズマニュアルでは、一般的な原稿の取り込み方や

認識方法など『読んde!!ココ』の基本的な操作方法を説明しています。初めて『読

んde!!ココ』をお使いになる方や一般的な利用方法をお知りになりたい場合は、ま

ずユーザーズマニュアルをご覧ください。

応用編マニュアルでは『読んde!!ココ』の高度な利用方法についてご紹介してい

ます。その中には、いろいろな手段での画像取り込みの方法や、辞書を有効に活用

して認識率を高めたり、認識結果を修正、保存、利用する各種の方法などがありま

す。

応用編マニュアルをユーザーズマニュアルとともに随時参照いただくことで、『読

んde!!ココ』が持つ高度な機能の理解や、効率的なOCR処理にお役立てください。

本書は製品版のマニュアルを流用しております。一部体験版には含まれない

機能の記載がございます。各ページに注意にしたがって参照していただきます

ようお願いいたします。
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1.マニュアルについて

マークについて
実行後の取り消しができなくなるような注意点や、制限事項

など注意すべき点を記載しています。

補足事項や、ポイントとなる情報です。

マニュアル中の参照項目を表します。

MENU マニュアル中の操作説明に関しては、ツールボタンからの操

作をメインに説明しています。ツールボタンと同じ機能をメ

ニューから実行する場合のコマンドを表します。

画面イメージについて
画面イメージは、基本的にはWindows XPの画面で説明しています。Windows

XP以外では、画面デザインが異なる場合があります。

Windows 2000でご利用の場合
マニュアル内に［スタート］メニューから起動するショートカットの説明があります

が、Windows 2000でご利用の場合、［すべてのプログラム］は［プログラム］に

読み替えてください。

たとえば、「［スタート］－［すべてのプログラム］－［読んde!!ココ］－［読んde!!コ

コ］を選択します。」という説明はWindows 2000でご利用の場合、

「［スタート］－［プログラム］－［読んde!!ココ］－［読んde!!ココ］を選択します。」と

読み替えてください。

なお、ヘルプに関しても同様にお読み替えください。
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2.Windows Vistaでのご利用上の注意

Windows Vista環境では、通常のアプリケーションは、「標準ユーザー」として実

行されています。そのため、管理者権限が必要になる処理や機能を実行した場合、

OSからの問い合わせ画面が表示される場合があります。

●ユーザーアカウント制御画面
セットアップ、アンインストール、自動アップデートなど管理者権限で行う処理を実

行すると、以下のような画面が表示されます。操作を続行するには、［続行］または

［許可］ボタンをクリックしてください。なお、実行するプログラムに署名があるかど

うかにより表示される画面が異なります。

＜プログラムに署名がある場合＞ ＜プログラムに署名がない場合＞

画面1：ユーザーアカウント制御画面

●管理者権限による起動が必要な機能
『読んde!!ココ』では、セットアップ、アンインストールのほか、以下の機能をご利用

の際「管理者権限」が必要です。

・ 読み上げ機能

・ Acrobatへのアドインの追加および削除機能

管理者権限が必要な機能を実行するには、アプリケーションを「管理者権限」で起

動し直す必要があります。

［続行］を選択
［許可］を選択
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●管理者権限にてアプリケーションを手動で起動するには
管理者として起動するには、［スタート］－［すべてのプログラム］－［読んde!!ココ］

－［起動したいアプリケーション名］にマウスカーソルを合わせ、マウスの右ボタン

をクリックして表示されるメニューから「管理者として実行」を選択します。

画面2：「管理者として実行」を選ぶ

その後、［ユーザアカウント制御］画面が表示されるときは、前述のとおり続行して

ください。
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11
原稿の取り込み・補正・保存

『読んde!!ココ』には原稿を取り込み、取り込んだ画像を補正し、保存するための

充実した機能が備わっています。本章はユーザーズマニュアル第1部では取り上

げていないそれらの機能について説明しています。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1.1 原稿の色々な取り込み方

ここでは『読んde!!ココ』に原稿を取り込む、以下の4種類の方法について説明

します。

・フォルダ

・デジタルカメラ

・クリップボード

・画面

フォルダから読み込む
フォルダを指定して『読んde!!ココ』に画像ファイルを読み込みます。指定フォル

ダ内の画像ファイルを一括して読み込んだり、非TWAIN対応スキャナが画像ファ

イルを保存するフォルダに、追加保存された画像ファイルを自動的に読み込んで

OCR処理ができます。

●フォルダを指定して読み込むには

1 基本操作ツールバーの＜画像入力選択＞ボタンをクリックし、表示されるメ

ニューから［フォルダ（B）］を選択します。

MENU ： ［ ファイル（F）］－［フォルダから取り込む（Y）］

画面1-1：＜フォルダ＞ボタンを選ぶ

＜画像入力選択＞ボタン
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1.1　原稿の色々な取り込み方

［フォルダ入力設定］ダイアログが表示されます。

2 入力の設定を行います。

画面1-2：［フォルダ入力設定］ ダイアログ

入力先フォルダ名（F）

画像ファイルの入力先フォルダを入力欄に直接入力するか、＜指定（R）...＞ボタ

ンをクリックして、表示される［フォルダの参照］ダイアログで指定します。

取り込み順序（O）

一覧から選択した順序でファイルが取り込まれます。

「入力開始後に保存されたファイルから（監視フォルダ機能）」については、次項

の「監視フォルダ機能を使うには」（P.9）をご覧ください。

入力後の処理（A）

『読んde!!ココ』へ取り込みが終了した入力先フォルダにある画像ファイルの処

理を指定します。「そのままにしておく」は、何もしません。「以下のフォルダに移

動する」を選択すると、移動先フォルダが指定できるようになります。その場合

は、移動先フォルダを入力欄に直接入力するか、＜指定（L）...＞ボタンをクリック

して、表示される［フォルダの参照］ダイアログで指定します。

3 ＜取り込み開始（I）＞ボタンをクリックします。

指定したフォルダから、『読んde!!ココ』への画像ファイルの取り込みが実行され

ます。

取り込み後は通常のOCR処理に進むことができます。
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11●監視フォルダ機能を使うには
監視フォルダ機能とは、指定フォルダへの画像ファイル保存を監視して、そこに保

存された画像ファイルを『読んde!!ココ』に取り込む機能です。スキャナが画像

を保存するフォルダを指定することで、非TWAIN対応スキャナとも連携できま

す。

ここでは、「フォルダを指定して読み込むには」（P.7）の手順に従って、［フォルダ

入力設定］ダイアログが表示されている状態から、フォルダに保存される画像ファ

イルを取り込む操作を説明します。

1［フォルダ入力設定］ダイアログで以下の操作をします。

画面1-3：［フォルダ入力設定］ダイアログ

① ＜指定（R）...＞ボタンをクリックして、表示される［フォルダの参照］ダイアロ

グで取り込み対象のフォルダを指定し、＜OK＞ボタンをクリックします。

②［取り込み順序（O）］の一覧から、［入力開始後に保存されたファイルから（監

視フォルダ機能）］を選択します。

③［入力後の処理（A）］を選択します。

ここでは、［以下のフォルダに移動する］を選択し、移動先のフォルダを指定し

ます。

④ ＜取り込み開始（I）＞ボタンをクリックします。

［入力フォルダ監視中...］ダイアログが表示されます。

画面1-4：［入力フォルダ監視中...］ダイアログ

①

②

③

④
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1.1　原稿の色々な取り込み方

＜スキャン終了（X）＞ボタン

監視中に保存された画像ファイルを取り込みます。

＜処理中止（S）＞ボタン

フォルダからの入力処理を中止します。

＜タイマー設定（T）＞ボタン

［タイマー設定］ダイアログが表示され、監視時間を指定できます。タイマー設定

による取り込み方法は次ページをご覧ください。

2 設置されているネットワークスキャナに原稿をセットし、スキャンを開始しま

す。

スキャナの設定に従って、原稿がスキャンされ画像ファイルが指定フォルダに保

存されます。

3 スキャンが終わったら、＜スキャン終了（X）＞ボタンをクリックします。

画面1-5：＜スキャン終了＞ボタンをクリック

ネットワークスキャナにより保存された画像ファイルが『読んde!!ココ』に取り込

まれ、指定したフォルダに移動されます。

監視時間外に保存された画像ファイルは取り込まれません。

取り込み後は通常のOCR処理に進むことができます。
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11●タイマー設定による取り込み
タイマー設定を行うことにより、一定時間フォルダへの保存処理が行われない場

合、自動的に次の処理に進めることができます。監視タイマー機能を使うには次

のようにします。

1 ＜タイマー設定（T）＞ボタンをクリックします。

［タイマー設定］ダイアログが表示されます。

2［タイムアウト処理を行なう（O）］にチェックを付けて、監視時間を秒単位で指

定します。

3 ＜OK＞ボタンをクリックして［タイマー設定］ダイアログを閉じます。

画面1-6：［タイマー設定］ダイアログ

［入力フォルダ監視中...］ダイアログに戻ると、タイマーにより残り時間がカウント

ダウン表示されます。

残り時間内に画像ファイルの保存があるとタイマーは指定された時間にリセット

されます。例：60秒と設定していて、残り35秒で画像ファイルの保存があると再

び60秒からカウントダウンされます。

残り時間内に画像ファイルの保存が行われなくなった時点で、指定フォルダに保

存された画像ファイルが『読んde!!ココ』に取り込まれます。
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1.1　原稿の色々な取り込み方

デジタルカメラから画像を入力するには
『読んde!!ココ』にデジタルカメラで撮影した画像を入力できます。

1 基本操作ツールバーの＜画像入力選択＞ボタンをクリックし、表示されるメ

ニューから［デジカメ(D)］を選択します。

MENU ：［ファイル（F）］－［デジカメから取り込む(G)...］

画面1-7：＜デジカメ＞ボタンを選ぶ

[デジカメ画像の取り込み］ダイアログが表示されます。

リムーバブルメディアとして認識されたデジタルカメラまたはカードリーダーが

［ファイルの場所(I)］にドライブとして表示されます。

デジタルカメラまたはカードリーダーをパソコンが正しく認識できていな

い場合、次のダイアログが表示されます。

  

  画面1-8：エラーメッセージ

この場合には、お使いの機器の取扱説明書などで確認してください。

＜画像入力選択＞ボタン
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112 取り込みたい画像を選択し＜取り込み（I）＞ボタンをクリックします。

画面1-9：[デジカメ画像の取り込み］ダイアログ

・＜すべて取り込み（A）＞ボタンをクリックすると表示されている画像をすべて

取り込みます。

・＜キャンセル＞ボタンをクリックすると画像入力を中止します。

・ Ctrl キーを押しながらマウスをクリックすると個別に複数の画像を選択でき

ます。

デジタルカメラから取り込んだ画像の歪みや傾きなどデジカメ特有

の画像補正ができます。詳しくは、P.18「1.2 色々な画像補正の方

法－デジタルカメラから取り込んだ画像を補正するには」をご覧くだ

さい。

●推奨するデジタルカメラの仕様と設定について
デジタルカメラからの取り込みで使う、推奨するデジタルカメラの仕様は次のと

おりです。

・マクロモード（近距離での接写機能）があること

・200万画素以上で撮影できること

デジタルカメラの設定

撮影モード ：マクロモード（近距離での接写モード）

画像サイズ ：高精細（1600×1200以上)

フラッシュ ：暗い場所の場合にはフラッシュを使用。ただし、光

沢のある原稿の場合にはフラッシュを使用しない設定
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1.1　原稿の色々な取り込み方

●デジタルカメラからの入力で使用する画像について
認識できない画像タイプと、推奨する原稿サイズごとの画素数は以下のとおりで

す。

認識できない画像

・傾きがある

・歪みがある

・ぶれている

・ピントがあっていない

・文字の背景が同一色ではなく、コントラストもはっきりしていない

・人間の目で見ても不明確な文字（画像）

撮影する原稿サイズごとの推奨する画素数

原稿サイズ 画素数

A6（ハガキ大） 200万画素以上

A5（A4の半分） 400万画素以上
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11クリップボードから読み込むには
『読んde!!ココ』は、クリップボードに画像がコピーされている場合に、画像をク

リップボードから読み込むことができます。

1 基本操作ツールバーの＜画像入力選択＞ボタンをクリックし、表示されるメ

ニューから［クリップボード(C)］を選択します。

 MENU ：［ファイル（F）］－［クリップボードから読み込む（B）］

画面1-10：＜クリップボード＞ボタンを選ぶ

解像度に関するメッセージが表示されます。

2 ＜OK＞ボタンをクリックします。

［解像度の変更］ダイアログが表示されます。

3 読み込む解像度を指定し、＜OK＞ボタンをクリックします。

クリップボードにコピーされている画像が『読んde!!ココ』に読み込まれます。

画面1-11：クリップボードから読み込み後の『読んde!!ココ』画面

＜画像入力選択＞ボタン
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1.1　原稿の色々な取り込み方

画面から取り込むには
『読んde!!ココ』はご利用のウィンドウの画面から画像を取り込むことができま

す。

1 基本操作ツールバーの＜画像入力選択＞ボタンをクリックし、表示されるメ

ニューより［画面取り込み(M)］を選択します。

MENU ：［ファイル（F）］－［画面から取り込む（M）...］

画面1-12：＜画面取り込み＞ボタンを選ぶ

メッセージが表示されます。

2 取り込みたい画面を表示し、画面取り込み時のメッセージの＜OK＞ボタンを

クリックします。

画面1-13：画面取り込み時のメッセージ

マウスカーソルが左の形状に変わります。

＜画像入力選択＞ボタン
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113 指定したい範囲の左上隅でマウスの左ボタンを押し、そのまま右下方向にマウ

スをドラッグし、範囲の右下隅にあたる箇所でマウスのボタンを離します。

画面1-14：画面取り込みの範囲指定

解像度変更のメッセージが表示されます。

4 ＜はい（Y）＞ボタンをクリックします。

画面1-15：画像解像度変更の確認メッセージ

赤線で囲まれた部分が『読んde!!ココ』に取り込まれます。

画面1-16：画面取り込み後の『読んde!!ココ』画面

ドラッグ＆ドロップ
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1.2　色々な画像補正の方法
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1.2 色々な画像補正の方法

『読んde!!ココ』に取り込まれた画像によっては、そのままで認識に適さないも

のもあります。ここでは次のような画像を補正する方法について説明します。

・デジタルカメラから取り込んだ画像が歪んでいる

・本から見開き状態で取り込んだため、画像が傾いている

デジタルカメラから取り込んだ画像を補正するには
デジタルカメラで原稿などを撮影すると、遠近差の加減で画像に歪みが出る場合

があります。このような画像は画像の歪み補正機能を利用することにより、画像

の補正を行うことができます。

デジカメ画像補正は次のようにします。

1 補正したい画像が表示されている状態で、基本操作ツールバーの＜画像編集＞

ボタンをクリックし、表示されるメニューから［デジカメ歪み補正(D)］を選択

します。

MENU ： ［編集（E）］－［デジカメ画像の歪み補正（S）］

画面1-17：＜デジカメ歪み補正＞ボタンを選ぶ

補正領域が自動抽出され、［デジカメ補正］ツールボックスが表示されます。

＜画像編集＞ボタン
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112 必要に応じマウスで領域のハンドル部分をドラッグして、台形に歪んだ画像の

4隅に合うよう補正領域を調整します。

画面1-18：補正領域を調整

3 ＜デジカメ歪み補正＞ボタンをクリックします。

 画面1-19：デジカメ歪み補正ボタンを選ぶ

指定した補正が実行されます。

＜キャンセル＞ボタンをクリックすると補正処理が中止されます。

画面1-20：デジカメ歪み補正処理後
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1.2　色々な画像補正の方法

見開き画像の傾きを補正するには
厚みのある書籍を見開きで読み取った画像など、左右のページの傾きが異なる

ときに、ページごとに画像データの傾きを補正することができます。

●見開きページの自動傾き補正をするには

1 画像ツールバーの傾き関連ボタン右側の ボタンをクリックし、表示されるメ

ニューから［見開き－自動補正...］を選択します。

MENU ：［表示（V）］－［見開きページの傾き補正（M）］－［自動補正...］

画面1-21：＜見開き－自動補正＞ボタンを選ぶ

［見開きページの指定］ダイアログが表示されます。

2 赤い垂直線が左右ページを区切る位置にくるように両端（緑の部分）をドラッグ

します。

画面1-22：＜見開きページの指定＞ダイアログ

3 補正するページを指定し、＜OK＞ボタンをクリックします。

画面1-23：＜見開きページの指定＞ダイアログ

指定したページに対して『読んde!!ココ』が自動で画像データの傾きを判断して

正しい傾きになるように補正します。
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11●見開き画像の手動傾き補正

1 画像ツールバーの傾き関連ボタン右側の ボタンをクリックし、表示されるメ

ニューから［見開き－傾き角度指定...］を選択します。

MENU ：［表示（V）］－［見開きページの傾き補正（M）］－［傾き角度指定...］

画面1-24：＜見開き－傾き角度指定＞ボタンを選ぶ

［見開きページの指定］ダイアログが表示されます。

2 赤い垂直線が左右ページを区切る位置にくるように両端（緑色の部分）をドラッ

グします。

画面1-25：［見開きページの指定］ダイアログ

3［傾き補正ページ］で補正するページを指定し、＜次へ（N）＞ボタンをクリック

します。

画面1-26：［見開きページの指定］ダイアログ

指定したページに対する［見開きページの傾き角度指定］ダイアログが表示され

ます。
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1.2　色々な画像補正の方法

4 選択したページの画像本来の水平線と、赤い水平線が平行になるように傾き角

度を指定し 、＜OK＞ボタンをクリックします。

画面1-27：［見開きページの傾き角度指定］ダイアログ

・［傾き角度］は、赤い水平線を右上がりに傾ける場合はプラス（＋）の値に、
右下がりに傾ける場合はマイナス（－）の値に設定します。

・赤い水平線の両端（緑の部分）をドラッグしても傾き角度の指定ができま
す。

・［画像のズーム］で表示サイズの変更ができます。

　

傾き補正を行った場合に、１回のみ傾き補正を前の状態に戻すことがで

きます（ MENU ：［編集（E）］－［傾き補正を元に戻す（U）］）。

ただし、傾き補正後に画像データの編集、回転、再度の傾き補正など別

の操作を行ってしまうと、補正の取り消しはできなくなります。　



23

原
稿
の
取
り
込
み
・
補
正
・
保
存

11
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1.3 取り込んだ画像データを保存するには

スキャナから読み込んだ画像データや、画像編集後の画像データを保存します。

1 基本操作ツールバーの＜保存/転送/画像保存＞ボタンをクリックし、表示される

メニューより［画像の保存(I)］を選択します。

画面1-28：＜画像の保存＞ボタンを選ぶ

 MENU ：［ファイル（F）］－［画像を保存（I）...］

［名前を付けて保存］ダイアログが表示されます。

2［保存する場所］、［ファイルの種類］、［ファイル名］を指定し、＜保存（S）＞ボ

タンをクリックします。

画面1-29：［名前を付けて保存］ダイアログ

カラー画像をモノクロ（2値）画像として保存したい場合には、画像編集

機能をお使いください。この機能を利用すると、カラー画像の情報は破

棄されてモノクロ（2値）のみの情報となるので、その後保存を行ってく

ださい。

＜保存/転送/画像保存＞ボタン
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1.3　取り込んだ画像データを保存するには

複数の画像データを保存するには
複数の画像データをまとめて保存することができます。

1 画像リストから保存したい画像データを複数選択します。

画像リスト内のデータを範囲指定するか、Shift キーを押しながらクリックして

選択します。

2［ファイル（F）］－［画像を保存（I）...］を選択します。

［名前を付けて保存］ダイアログが表示されます。

3 ＜詳細（D）...＞ボタンをクリックします。

画面1-30：［名前を付けて保存］ダイアログ

［ファイル名の設定］ダイアログが表示されます。

4 ファイル名、開始番号、フォーマットを指定します。

指定したファイル名に、開始番号からの数字が指定したフォーマットで付加され

た名前で保存されます。

5 ＜OK＞ボタンをクリックします。

画面1-31：［ファイル名の設定］ダイアログ

［名前を付けて保存］ダイアログに戻ります。

6 画像ファイルの保存先、ファイルの種類を指定します。
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11「ファイルの種類（T）」でTIFF［PackBits圧縮］形式または、TIFF[G4圧縮]形

式を選択し、「複数ページファイルとして保存する（M）」を指定すると、複数ペー

ジファイルとして保存できます。ここで、既存のファイル名を指定すると、その画

像ファイルに追加して保存されます。

ファイルの種類にPDFファイルを選択したときにも、既存のファイル名を

指定して「複数ページファイルとして保存する(M)」にチェックすることは

できますが、保存先の既存PDFファイルが『読んde!!ココ』で作成したファ

イルであるときのみ保存が可能です。

7 ＜保存（S）＞ボタンをクリックします。

●保存できる画像ファイルの形式
保存できる画像ファイルの形式は次のとおりです。

・BMPファイル（*.bmp） ：Windowsのビットマップファイル

・TIFF［非圧縮］ファイル（*.tif） ：タグ付きファイル（非圧縮）

・TIFF［MH圧縮］ファイル（*.tif） ：タグ付きファイル（MH圧縮）

・TIFF［G4圧縮］ファイル（*.tif） ：タグ付きファイル（G4圧縮）

・TIFF［PackBits圧縮］ファイル（*.tif）：タグ付きファイル（PackBits圧縮）

・PCXファイル（*.pcx） ：ペイントブラシファイル

・JPEGファイル（*.jpg） ：JPEG圧縮されたファイル

・PNGファイル（*.png） ：PNG形式ファイル

・PDFファイル（*.pdf） ：PDF形式ファイル

グレーやカラーの画像データをTIFF［MH圧縮］形式またはTIFF［G4圧

縮］形式に指定して保存した場合には、TIFF［非圧縮］形式で保存されま

す。
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辞書・認識文字フィルタの活用

本章では『読んde!!ココ』の辞書機能および認識文字フィルタ機能を取り上げま

す。これらの機能をよく理解したうえでうまく使いこなすと、認識率をより向上さ

せられる場合があります。日本語の認識時のみ有効になります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.1 ユーザ辞書を利用する

ここではユーザ辞書の役割やその効果的な使い方について説明します。

ユーザ辞書を目的に応じて使い分ける
認識精度を向上させるために、『読んde!!ココ』に標準で搭載されているシステ

ム辞書以外にユーザ辞書を利用する方法があります。利用方法は、認識結果に

よって異なり、2パターンあります。

・1つの文字が誤って認識された →　パターン1

・単語の一部の文字が誤って認識された →　パターン2
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認識辞書に大量の文字を追加すると認識処理が遅くなったり、いままで認識

できていた類似の文字の優先順位が第2位以降になり、誤って認識されるこ

とがあります。その場合には、原稿の種類ごとに認識辞書を作成し、原稿の種

類に応じて認識辞書を使い分けるようにしてください。

文字イメージに対して正しい文字「眞」を登録する

「眞」の文字イメージが常に
「真」の文字に認識される

登録した文字が最優先の候補文字となり、正しく処理されるようになる

●パターン1：1つの文字が誤って認識される場合
「眞」が「真」という文字に誤って認識される［認識辞書に登録する］

使用例．

画像 認識結果
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2.1　ユーザ辞書を利用する

●パターン2：単語の一部の文字が誤って認識される場合
例）画像「改革」が常に「改草」と認識される［誤りパターン辞書］［単語辞書］

使用例．－ 条件1 ：誤って認識された「草」の候補文字に「革」がある場合

画像 　　　認識結果

使用例．－ 条件2 ：誤って認識された「草」の候補文字に「革」がない場合

画像 　　　認識結果

「改革」と処理されるはずの
文字が常に「改草」になる

×誤り文字

「草」の候補文字に「革」がない

「改革」と処理されるはずの
文字が常に「改草」になる

×誤り文字

「草」の候補文字に「革」がある

候補文字欄

候補文字欄
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●パターン別の登録手順
パターン1の登録手順 パターン2の登録手順

（１）

再認識処理を実行すると、辞書登録した誤り文字以外に修正した部分も修正

前の状態に戻ってしまいます。他の文字を修正したときは、再認識を行わない

方が効率的です。

誤りパターン辞書に登録後、再度認識処理

を実行しても改善されない場合は、「単語辞

書」へ単語を登録してください。単語辞書に

登録しても改善されない場合は、認識辞書

に登録してください。

条件１の場合

画像「改革」（単語）に対して「改草」と誤認識
された

条件2の場合

「認識辞書」に登録 「単語辞書」に登録 「誤りパターン辞書」に登録

候補文字欄に誤認識され
た文字「革」がある

候補文字欄に誤認識され
た文字「革」がない

ここで候補文字欄に入る

認識実行（再認識）　※注意（1）

誤認識した場合は「認識辞
書」に登録

誤認識した場合は「単語辞
書」に登録

認識実行（再認識）　※注意（1）

認識実行（再認識）※注意（1）

誤認識した場合は「認識辞
書」に登録

画像「眞」（一文字）に対し
て「真」と誤認識された

P.33 P.43 P.39

P.33 P.43

P.33
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2.1　ユーザ辞書を利用する

●認識辞書の役割
認識辞書は、文字イメージと正しい文字を結びつけるための辞書です。ある１文

字のイメージが常に異なる文字として認識される場合は、正しい文字を登録しま

す。たとえば、「眞」という文字イメージが「真」と認識される場合は、「眞」とい

う文字イメージを「眞」という正しい文字と結びつけて辞書に登録することによっ

て、正しく認識するようになります。

●誤りパターン辞書の役割
誤りパターン辞書は、特定の単語が一定のパターンで誤って認識される場合に、

誤って認識される文字と、正しい文字とを結びつける辞書です。誤りパターン辞

書に登録した文字は、候補文字のひとつとして表示されますが、候補文字として

最優先されることはありません。

たとえば、画像「改革」を認識すると、「改革」とも「改草」とも認識される可能性

があります。「改革」と処理されるはずの文字が常に「改草」と処理される場合、

画像「革」に対して候補文字に「革」がないとき、誤った文字「改草」の「草」が

「革」というパターンを登録することによって単語処理（ 　P. 31「単

語処理」とは？）で認識できるようになります。

候補文字の登録は、第2位以降に登録されます。誤りパターン辞書では、パター

ンを追加しても処理速度はそれほど低下しません。

●単語辞書の役割
単語辞書は、認識処理によって正しく処理されない単語を単語辞書に登録されて

いる単語と照合し、間違ったパターンが候補文字にある場合、単語辞書に登録し

た単語を正しい単語に結びつけます。

たとえば、「改革」が「改草」と常に間違える場合、間違えている文字「草」の候補

文字に「革」があるとき「改革」を単語として辞書に登録することで、単語処理

（ 　P.31「単語処理」とは？）で正しく認識できるようにします。

画面2-1：［ユーザ辞書の設定－単語］ダイアログ
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  「単語処理」とは？

『読んde!!ココ』では、単語辞書を使用しない設定にしていない限り、認

識中に文字を一文字ずつ認識したあと登録されている単語を用いてテキ

ストデータのチェック・置き換えを行います。つまり文字としては正し

く認識できなかった場合も、候補文字とその前後の文字の組み合わせが

単語辞書に登録されていると、文字を置き換えます。この一連の処理を

「単語処理」と呼んでいます。

単語処理の例

「・・・改革し・・・」という画像イメージを認識する際、「革」となるはずの

文字イメージが「草」と認識された

↓

単語辞書には「改革」という単語が登録されており、「革」の候補文字の

ひとつに正しい「革」がある

↓

「改革」と判断して正しい認識結果を出力

・［認識辞書］は、個々の文字イメージを是正することで認識率を向上させ

ます。

・［誤りパターン辞書］は、単語の1文字の一定のパターンで誤って認識さ

れる文字に対して、正しい文字として関連付けることによって認識率を

向上させます。

・［単語辞書］は誤りパターン辞書に登録した文字を単語処理させることに

よって認識率を向上させます。
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2.1　ユーザ辞書を利用する

ユーザ辞書へ追加・削除するには
ここでは各ユーザ辞書への文字や単語の追加および削除について説明します。

1 結果ツールバーの＜ユーザ辞書の設定...＞ボタンをクリックします。

＜ユーザ辞書の設定＞ボタンが表示されていない場合は、辞書関連ボタン右側

の ボタンをクリックし、表示されるメニューから［ユーザ辞書の設定...］を選択

します。

MENU ：［オプション（O）］－［ユーザ辞書の設定（U）...］

画面2-2：＜ユーザ辞書の設定＞ボタンを選ぶ

［ユーザ辞書の設定］ダイアログが表示されます。

画面2-3：［ユーザ辞書の設定］ダイアログ

辞書に関する設定はすべてこの［ユーザ辞書の設定］ダイアログで行います。

このダイアログには6つのタブがあります。このうち、［辞書選択］タブで辞書の

使用・非使用の切り替えを行い、［認識］［誤りパターン］［単語］タブで、それぞれ

の辞書について文字や単語の追加・削除を行います。

辞書への登録は認識実行直後、あるいは認識結果の修正前に行ってくださ

い。

辞書への登録は、すべて全角文字で行います。［認識パラメータ－出力］ダイ

アログの［半角への変換］で半角出力を指定した文字種については、登録され

た文字も半角として出力されます。
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●認識辞書へ文字の追加・削除をするには
認識辞書への文字の追加・削除は［ユーザ辞書の設定－認識］ダイアログで行い

ます。

認識辞書へ文字を追加すると、それ以降の認識結果にある同じ文字すべてに対

して再認識する自動再認識を行います。自動再認識を行うことにより、認識辞書

への登録がそれ以降の認識結果にすぐに反映されます。

自動再認識の例

文字イメージ「眞」が「真」と誤って認識された

↓

文字イメージ「眞」に対して、正しい文字「眞」を認識辞書へ登録する

↓

誤認識されている「真」をすべて自動で再認識

↓

登録した文字の「眞」と同じであれば、誤った文字が「眞」に認識される

◆文字の追加方法

1 認識結果ウィンドウで、追加したい文字を選択します。

2 辞書関連ボタン右側の をクリックし、表示されるメニューから［認識辞書の保

守...」を選択します。

MENU ：［オプション（O）］－［認識辞書の保守（O）...］

画面2-4：＜認識辞書の保守＞ボタンを選ぶ

［ユーザ辞書の設定－認識］ダイアログが表示されます。

［文字（C）:］に追加したい文字が表示され、［文字画像（I）:］に対応する文字イ

メージが赤い枠で囲まれて表示されています。

3 登録したい文字イメージを［文字画像（I）：］内に表示されている赤枠で囲みます。

・赤い枠は、認識枠と同様にサイズを変更したり移動したりすることができます。

・スクロールバーを使って［文字画像（I）:］内に登録したい文字イメージを表示

し、他の文字イメージにかからないようにその文字イメージを赤い枠で囲みま

す。
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2.1　ユーザ辞書を利用する

4 文字イメージに対応させたい文字を［文字（C）:］に全角で１文字入力し、＜追加

（A）＞ボタンをクリックします。

画面2-5：［ユーザ辞書の設定ー認識］ダイアログ

ここで入力する文字がアルファベット、数字、記号のいずれかであれば、全角で3

文字まで入力できます。ここで入力できるのは全角文字のみです。

＜追加（A）＞ボタンをクリックすると、辞書への追加が行われます。

登録した文字以降の認識結果にある同じ文字を自動再認識対象文字とし、自動

再認識対象文字を再認識するかどうかの確認メッセージが表示されます。自動再

認識対象文字がない場合は、確認メッセージは表示されません。

画面2-6：自動再認識の確認メッセージ

［はい（Y）］を選択すると、自動再認識対象文字がすべて再認識され、自動再認

識の結果メッセージが表示されます。

画面2-7：自動再認識の結果メッセージ

自動再認識の確認メッセージで［いいえ（N）］を選択すると、自動再認識は行わ

れません。

いずれの場合にも、［文字（C）:］に入力してあった文字がコード順にソートされ

て［一覧（L）:］に登録画像とともに表示されます。
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5 ＜OK＞ボタンをクリックします。

画面2-8：ユーザ認識辞書登録後

認識辞書に文字が追加されます。

・認識辞書に追加できるのは最大3000文字までです。

・多くの文字を追加すると認識速度が低下します。

・下線・取り消し線を含む文字は認識に悪影響を与えるため登録しないで

ください。

◆文字の削除方法

1［ユーザ辞書の設定－認識］ダイアログを表示します。

2 ［一覧（L）：］から削除したい文字を選択し、＜削除（D）＞ボタンをクリックします。

画面2-9：ユーザ認識辞書登録後
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2.1　ユーザ辞書を利用する

［一覧（L）：］から文字が削除されます。続けて削除したいときは、2 の操作を繰

り返します。

3 ＜OK＞ボタンをクリックします。

●認識辞書へ文字を自動追加するには
認識辞書への文字の追加は、［ユーザ辞書の設定－認識］ダイアログで行う方法

以外に、認識結果修正時に自動で追加する方法があります。自動で認識辞書へ文

字を追加するには、次のStep1で「認識辞書への文字の自動追加のための設

定」を行ってからStep2の「文字の修正と自動追加」を行います。

◆Step1　認識辞書への文字の自動追加のための設定

1［オプション(O)］－［環境設定(E)...］コマンドを選択します。

画面2-10：［オプション(O)］－［環境設定(E)...］コマンドを選択

［環境設定］ダイアログが表示されます。

2［その他］タブをクリックします。

3 その他の設定で［認識前後の処理を自動化する（A）］にチェックを入れます。

4 ＜設定（B）...＞ボタンをクリックします。

画面2-11：［環境設定－その他］ダイアログ
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［操作アシストの設定］ダイアログが表示されます。

5 認識結果編集時の自動処理の［選択された候補文字をユーザ認識辞書に自動で

登録する（A）］と［辞書登録時に確認を行う（V）］をチェックし、＜OK＞ボタンを

クリックします。

画面2-12：［操作アシストの設定］ダイアログ

［操作アシストの設定］ダイアログについては、P.126「5.10 操作

アシスト機能について」をご覧ください。

6［環境設定］ダイアログで＜OK＞ボタンをクリックします。

◆Step2　文字の修正と自動追加

1 認識結果ウィンドウで、修正する文字の前にカーソルを移動します。

画面2-13：修正文字の選択

2 候補文字の中から正しい文字をクリックして選択します。　

 Ctrl ＋ ←  ／ → キーでも選択できます。

画面2-14：候補文字の選択

＜候補文字＞ボタンで候補一覧

を拡張できます



○ ○ ○

38

2.1　ユーザ辞書を利用する

文字の修正後、カーソルを移動したり認識結果をファイルに保存、またはアプリ

ケーションに転送した段階で、［ユーザ認識辞書登録確認］ダイアログが表示され

ます。

認識結果ウィンドウで、キーボードから直接文字入力した場合には、自動

追加されません。また、認識辞書へ文字を追加することで認識率が低下す

る可能性があると判断された場合は、自動追加されません。

3 ＜登録＞ボタンをクリックします。

画面2-15：［ユーザ認識辞書登録確認］ダイアログ

文字イメージと、その文字イメージに対応する文字の辞書への追加が行われま

す。

［次回から確認しない］にチェックを入れた場合は、次回からダイアログの表示を

行わずに認識辞書へ自動追加されます。

 「候補文字」とは？

認識結果ウィンドウの下部に表示される文字群のことを言います。選択

している認識結果の文字に連携している画像に対して候補となる文字が

表示されます。最高50文字まであり、候補文字を選択することによっ

て文字を置き換えることができるようになっています。通常は、10文

字の候補文字が表示されます。
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●誤りパターン辞書へパターンを追加・削除するには
誤りパターン辞書へのパターンの追加・削除は［ユーザ辞書の設定－誤りパター

ン］ダイアログで行います。

誤りパターン辞書に追加できるのは最大3000パターンまで、同一の文字

に対して追加できるのは最大9パターンまでです。

◆パターンの追加方法

1 辞書関連ボタン右側の をクリックし、表示されるメニューから［誤りパターン

辞書の保守...］を選択します。

MENU ：［オプション（O）］－［誤りパターン辞書の保守（P）...］

画面2-16：＜誤りパターン辞書の保守＞ボタンを選ぶ

［ユーザ辞書の設定－誤りパターン］ダイアログが表示されます。

2［元の文字（O）:］に、新たに候補文字として追加する元となる文字を全角で1文

字入力します。

このとき、認識結果ウィンドウがアクティブになっていた場合には現在カーソルの

ある位置の文字が［元の文字（O）:］に表示されています。必要に応じて変更して

ください。

3［追加文字（N）:］に［元の文字（O）:］の文字の第2位以降の候補としたい文字を全

角で1文字入力します。
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2.1　ユーザ辞書を利用する

4 ＜追加（A）＞ボタンをクリックします。

画面2-17：［ユーザ辞書の設定－誤りパターン］ダイアログ

ここで入力できるのは全角文字のみです。

＜追加（A）＞ボタンをクリックすると、登録した結果がコード順にソートされて

［一覧（L）:］に表示されます。

続けて追加したいときは、2 からの操作を繰り返します。

5 ＜OK＞ボタンをクリックします。

画面2-18：［ユーザ辞書の設定－誤りパターン］ダイアログ

同一の文字に登録できるパターン数は最大9パターンまでとなります。

現在指定されている元の文字にすでに9パターンが登録されている場合

には、「これ以上この文字に対するパターンは登録できません」と表示さ

れます。この場合、次の2つの方法で対処することができます。

・現在の辞書からすでに登録されているパターンを削除して別のパ

ターンを追加する

・誤りパターン辞書を新規に作成してその辞書にパターンを追加し、

文書に応じて辞書を切り替えて使用する
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◆ファイルから誤りパターンを追加するには
誤りパターンを一括で登録する場合は、テキスト形式でファイルを保存して利用

できます。あらかじめ決められたフォーマットに従って登録したい誤りパターンの

ファイルを作成します。誤りパターンファイルのフォーマットは、1行に１つのパ

ターンで、「元の文字 Tab 追加文字 Enter 」の繰り返しです。

例）　元の文字 Tab 追加文字 Enter

草 Tab 革 Enter

垂 Tab 重 Enter

　…

上記キー操作で入力し、ファイルの保存の際に［ファイルの種類］を「テキスト形

式（txt）」に指定し、名前を付けて保存します。

保存されているテキストファイルから現在編集している誤りパターン辞書に登録

します。

1［ユーザ辞書の設定－誤りパターン］ダイアログを表示します。

2 ＜ファイルから追加（F）...＞ボタンをクリックします。

画面2-19：＜ファイルから追加＞ボタンを選ぶ

［ファイルを開く］ダイアログが表示されます。

3 保存してある誤りパターンファイルを選択し、＜開く（O）＞ボタンをクリック

します。

画面2-20：［ファイルを開く］ダイアログ

ファイル内のパターンが追加され、コード順にソートされて［一覧（L）:］に表示さ

れます。
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2.1　ユーザ辞書を利用する

◆パターンをファイルへ出力するには
現在登録されているパターンをテキストファイルへ書き出します。

1［ユーザ辞書の設定－誤りパターン］ダイアログを表示します。

2 ＜ファイルへ出力（S）...＞ボタンをクリックします。

画面2-21：＜ファイルへ出力＞ボタンを選ぶ

［名前を付けて保存］ダイアログが表示されます。

3 保存するファイル名前を入力し、［ファイルの種類］を「テキストファイル(＊

.TXT）」に指定して保存します。

◆パターンの削除方法
現在登録されているパターンを削除します。

1［ユーザ辞書の設定－誤りパターン］ダイアログを表示します。

2［一覧（L）：］から削除したいパターンを選択します。

3 ＜削除（R）＞ボタンをクリックします。

画面2-22：＜削除＞ボタンを選ぶ

続けて削除したいときは、2 からの操作を繰り返します。

4 ＜OK＞ボタンをクリックします。
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●単語辞書へ単語を追加・削除するには
単語辞書へ単語の追加・削除を行います。

単語辞書に追加できるのは最大3000単語まで、アルファベット、数字、

ひらがな、カタカナ、漢字のいずれかで始まる全角文字の単語に限られま

す。

◆単語の追加方法

1 辞書関連ボタン右側の をクリックし、表示されるメニューから［単語辞書の保

守...］を選択します。

MENU ：［オプション（O）］－［単語辞書の保守（W）...］

画面2-23：＜単語辞書の保守＞ボタンを選ぶ

［ユーザ辞書の設定－単語］ダイアログが表示されます。

2 ［単語（W）:］に追加したい単語を入力し、＜追加（A）＞ボタンをクリックします。

画面2-24：［ユーザ辞書の設定－単語］ダイアログ

単語は全角文字のみで、最大16文字まで登録できます。

あらかじめ登録したい単語を選択した状態で＜単語辞書の保守...＞をクリックし

た場合は、［単語（W）］に選択した単語が入力された状態になります。
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2.1　ユーザ辞書を利用する

＜追加（A）＞ボタンをクリックすると、登録した結果がコード順にソートされて

［一覧（L）:］に表示されます。

すでにシステム単語辞書に登録されている単語を追加した場合には、メッセージ

が表示されます。

続けて単語を追加したいときは、 2 の操作を繰り返します。

3 ＜OK＞ボタンをクリックします。

単語辞書に単語を登録しても改善されない場合、誤認識する画像イメー

ジと正しい文字を認識辞書に登録します。詳しくは、P.33「●認識辞書

へ文字の追加・削除をするには」をご覧ください。

◆ファイルから単語を追加するには
単語辞書を一括で登録する場合は、テキスト形式でファイル保存して利用できま

す。あらかじめ決められたフォーマットに従って登録したい単語のファイルを作成

します。単語ファイルのフォーマットは、1行に1つの単語で「単語 Enter 」の繰

り返しです。

例）　単語 Enter

南アルプス市 Enter

さいたま市 Enter

　　千曲市 Enter

　…

上記キー操作で入力し、ファイルの保存の際に［ファイルの種類］を「テキスト形

式（txt）」に指定し、名前を付けて保存します。

保存されている単語辞書ファイルから単語を登録します。

1［ユーザ辞書の設定－単語］ダイアログを表示します。

2 ＜ファイルから追加（F）...＞ボタンをクリックします。

画面2-25：［ユーザ辞書の設定－単語］ダイアログ
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［ファイルを開く］ダイアログが表示されます。

3 保存してある単語辞書ファイルを選択し、＜開く（O）＞ボタンをクリックします。

画面2-26：［ユーザ辞書の設定－単語］ダイアログ

ファイル内の単語が追加され、コード順にソートされて［一覧（L）:］に表示されま

す。

◆単語辞書の単語をファイルへ出力するには
現在登録されている単語をテキストファイルに書き出します。

1［ユーザ辞書の設定－単語］ダイアログを表示します。

2 ＜ファイルへ出力（S）...＞ボタンをクリックします。

画面2-27：［ユーザ辞書の設定－単語］ダイアログ

［名前を付けて保存］ダイアログが表示されます。

3 名前を入力し、［ファイルの種類］をテキストファイル（＊.txt）」に指定して＜保

存（S）＞ボタンをクリックします。
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2.1　ユーザ辞書を利用する

◆単語の削除方法
現在登録されている単語を削除します。

1［ユーザ辞書の設定－単語］ダイアログを表示します。

2 ［一覧（L）：］から削除したい単語を選択し、＜削除（R）＞ボタンをクリックします。

画面2-28：［ユーザ辞書の設定－単語］ダイアログ

一覧から、複数の単語を選択して一括して削除することもできます。

なお、一覧でグレー表示される単語はシステム辞書に含まれる単語です。

3 ＜OK＞ボタンをクリックします。
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辞書の作成・切り替え・削除
辞書は、認識する原稿に応じて使い分けたり、新規に作成することができます。

また、不要な辞書は削除できます。辞書に関する操作は、どの辞書でも手順は同

じです。

●辞書を新規作成するには
辞書を新規に作成します。

1 辞書関連ボタン右側の をクリックし、表示されるメニューから［ユーザ辞書の

設定...］を選択します。

MENU ：［オプション（O）］－［ユーザ辞書の設定（U）...］

画面2-29：＜ユーザ辞書の設定＞ボタンを選ぶ

［ユーザ辞書の設定－辞書選択］ダイアログが表示されます。

2 作成したい辞書を選択します。

3 ＜変更（C）...＞ボタンをクリックします。

画面2-30：［ユーザ辞書の設定－辞書選択］ダイアログ

［ユーザ辞書の変更］ダイアログが表示されます。

4 必要に応じて、作成する辞書ファイルの保存先を変更します。

初期設定では、以下のフォルダに保存されます。

使用する辞書がチェックされています
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2.1　ユーザ辞書を利用する

Windows XP / 2000の場合

「C:¥Documents and Settings¥ユーザ名¥Application Data¥

Aisoft¥Yonde¥Usrdic」

Windows Vistaの場合

「C:¥Users¥ユーザ名¥AppData¥Roaming¥Aisoft¥Yonde¥Usrdic」

5 ＜新規作成（C）...＞ボタンをクリックします。

画面2-31：［ユーザ辞書の変更］ダイアログ

［ユーザ辞書の作成］ダイアログが表示されます。

6 ［辞書名（D）:］に辞書名を入力し、＜OK＞ボタンをクリックします。

画面2-32：［ユーザ辞書の作成］ダイアログ

新しい辞書が作成されて［ユーザ辞書の変更］ダイアログに戻り、［ファイル名

（N）:］に新規に作成した辞書ファイル名が拡張子「.dic」とともに表示されます。

7 ＜開く（O）＞ボタンをクリックします。

［ユーザ辞書の設定］ダイアログの［辞書選択］ページに戻ります。

新規に作成した辞書ファイルがパス名とともに表示されます。

画面2-33：［ユーザ辞書の設定］ダイアログ
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●辞書を切り替えるには
認識に使用する辞書を切り替えます。辞書の切り替えは、辞書の種類ごとに行い

ます。

1 ［ユーザ辞書の設定］ダイアログの［辞書選択］ページで、切り替えたい辞書ファイ

ルを選択し、＜変更（C）...＞ボタンをクリックします。

画面2-34：［ユーザ辞書の設定－辞書選択］ダイアログ

［ユーザ辞書の変更］ダイアログが表示されます。

2 切り替えたい辞書ファイルを選択し、＜開く（O）＞ボタンをクリックします。

必要に応じて辞書ファイルのあるフォルダを指定します。

画面2-35：＜ユーザ辞書の変更＞ダイアログ

＜開く（O）＞ボタンをクリックすると、［ユーザ辞書の設定］ダイアログの［辞書

選択］ページに戻ります。先に選択しておいた辞書のファイル名表示欄に、辞書

ファイルがパス名とともに表示されます。異なる種類のユーザ辞書ファイルを選

んで ＜開く（O）＞ボタンを押すと、エラーメッセージが表示されます。
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2.1　ユーザ辞書を利用する

●辞書を削除するには
辞書を削除します。辞書の削除は、辞書の種類ごとに行います。

1 ［ユーザ辞書の設定］ダイアログの［辞書選択］ページで、削除したい種類の辞書

を選択し、＜変更（C）...＞ボタンをクリックします。

［ユーザ辞書の変更］ダイアログが表示されます。

2 削除したい辞書ファイルを選択し、＜削除（D）...＞ボタンをクリックします。

必要に応じて辞書ファイルのあるフォルダを指定します。

画面2-36：＜ユーザ辞書の変更＞ダイアログ

削除の確認メッセージが表示されます。1 で選んだ辞書の種類と別の種類の辞

書を選択すると、エラーメッセージが表示されます。

3 削除する場合は＜はい（Y）＞ボタンをクリックします。

画面2-37：ユーザ辞書の削除確認メッセージ

選択した辞書ファイルが削除されます。

削除する辞書が使用中の辞書の場合、次のメッセージが表示されます。
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4 使用中の辞書を削除して、使用する辞書を指定しなおす場合は＜はい（Y）＞ボ

タンをクリックします。

画面2-38：ユーザ辞書の削除確認メッセージ

5 新たにセットしたい辞書ファイルを選択して＜開く（O）＞ボタンをクリックし

ます。

画面2-39：［ユーザ辞書の変更］ダイアログ

［ユーザ辞書の設定］ダイアログの［辞書選択］ページに戻ります。

先に選択しておいた辞書のファイル名表示欄に、辞書ファイルがパス名とともに

表示されます。

現在使用中の辞書を削除したあと、［ユーザ辞書の変更］ダイアログで辞

書ファイルを選ばずに＜キャンセル＞ボタンを押すと、エラーメッセー

ジが表示され、［辞書選択］ページの辞書名表示欄には「指定されていま

せん。」の文字が表示されます。
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2.1　専門分野辞書を使う
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2.2 専門分野別辞書を使う

ある特定分野の専門用語が多い原稿を認識する場合には、原稿の内容に合わせ

た専門用語辞書を使うと認識率が向上します。

『読んde!!ココ』には、31分野／約22万語の専門用語を収録した専門分野別辞

書が用意されています。

1［オプション（O）］－［専門辞書の設定（S）...］コマンドを選択します。

［ユーザ辞書の設定－専門］ダイアログが表示されます。

2 使用する専門辞書をチェックします。

3 ＜OK＞ボタンをクリックします。

画面2-40：［専門辞書の設定］ダイアログ

これで、選択した専門辞書を使って認識処理を行うようになります。
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2.3 認識文字を限定する（認識文字フィルタ）

「認識文字フィルタ」を使用すると、認識結果に特定の文字が現れないようにさ

せることができます。たとえば、非常用漢字が含まれていない原稿を認識させる

際に、非常用漢字を認識対象外とすることで、認識結果に非常用漢字が現れなく

なり、認識率を向上させることができます。

また、漢字以外にひらがな、カタカナ、英数字、記号、ギリシア文字、ロシア文字に

ついても、認識対象／認識対象外を設定できます。

●認識文字フィルタを起動するには

1 ［スタート］－［すべてのプログラム］－［読んde!!ココ］－［アプリケーション］－［読

んde!!ココ 認識文字フィルタ］を選択します。

画面2-41：「認識文字フィルタ」を選ぶ

認識文字フィルタが起動します。

　　　

画面2-42：「認識文字フィルタ」メインウィンドウ

認識文字フィルタはフォルダ単位で文字を管理しています。ウィンドウ構成の詳

細は、ヘルプをご覧ください。

日本語モード、日英混在モードで有効になります。

非対象文字の一覧

認識対象文字とし
てフォルダ内に登
録されている文字
の一覧

登録されている
フィルタの分類
（フォルダ）



○ ○ ○

54

2.3　認識文字を限定する（認識文字フィルタ）

●文字を認識対象から外すには
特定の文字を認識対象から外します。

1 右側のウィンドウの上の認識対象ウィンドウから認識対象から外す文字を選択

します。

2 文字を下の非対象文字ウィンドウにドラッグ＆ドロップします。

画面2-43：認識文字フィルタでの認識非対象文字の設定

移動した文字は非対象文字となり、認識結果には現れなくなります。

なお、再び認識対象文字にする場合は、逆に非対象文字ウィンドウから対象文字

ウィンドウにドラッグ＆ドロップします。

必要に応じて 2 の手順を繰り返し、非対象文字を設定します。

3 ＜閉じる＞ボタンをクリックします。

MENU ：［ファイル（F）］－［読んde!!ココ 認識文字フィルタの終了（X）］

非対象文字を新規に設定したり、今までの認識対象文字に変更が加えられると、

メッセージが表示されます。

画面2-44：「認識文字フィルタ」確認メッセージ

次回の認識処理時に設定を有効にするには、＜はい（Y）＞ボタンを選択します。

認識文字フィルタが終了します。

ドラッグ＆ドロップ
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認識結果の修正

『読んde!!ココ』で認識された認識結果の編集方法を説明します。

認識結果は「認識結果ウィンドウ」に表示され、このウィンドウで認識結果を修正

したり、文字列を検索・置換したり、その他編集操作を行います。

画面3-1：認識結果ウィンドウ

認識結果ウィンドウでは、改行、タブ位置に次の記号が入っています。

改行　↓

タブ　→

画像ツールバー

画像ウィンドウ

結果ツールバー

認識結果ウィンドウ

候補文字
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3.1 認識結果ウィンドウについて

認識結果ウィンドウには、認識結果の編集に便利な機能が用意されています。

ウィンドウの並べ方を変更するには
画像ウィンドウと認識結果ウィンドウの表示の仕方を変更することができます。

1［ウィンドウ（W）］－［重ねて表示（C）］／［横に並べて表示（T）］／［縦に並べて表

示（V）］を選択します。

好みの表示方法に合うコマンドを選択します。
［重ねて表示（C）］ ［横に並べて表示（T）］ ［縦に並べて表示（V）］

画面3-2：ウィンドウ表示方法

認識処理が終了した時点で表示されるウィンドウの並べ方は、［環境

設定－その他］ダイアログで設定します。詳しくは、P.140「6.1 環

境設定－その他ページ」をご覧ください。

縦書き表示にするには
縦書き文書の画像を認識した場合、認識結果ウィンドウを縦書きで表示すると画

像ウィンドウと認識結果ウィンドウの表示方向が一致して見やすくなります。

縦書き表示の場合、半角文字は右へ90°回転した状態で表示されます。

1［オプション（O）］－［環境設定（E）...］コマンドを選択します。

2［結果］タブをクリックします。

3 ［書式］を「縦書き（T）」に指定して、＜OK＞ボタンをクリックします。

画面3-3：［環境設定－結果］ダイアログ
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全画面表示にするには
画像ウィンドウと認識結果ウィンドウのみが画面いっぱいに表示される全画面表

示にできます。全画面表示にすると、結果の編集が広い画面で行えます。

1 画像ツールバーの＜全画面表示＞ボタンをクリックします。

MENU ：［表示（V）］－［全画面表示（F）］

全画面表示になります。

画面3-4：＜全画面表示＞ボタンを選ぶ

全画面表示を終了するには、再度＜全画面表示＞（全画面表示を閉じる）ボタン

をクリックします。

画面3-5：＜全画面表示を閉じる＞ボタンを選ぶ

折り返し文字数を変更するには
認識結果ウィンドウに表示される1行あたりの文字数を変更したり、認識結果ウィ

ンドウのサイズに合わせて文字を折り返すことができます。

●折り返し文字数を指定する

1［オプション（O）］－［環境設定（E）...］コマンドを選択します。

2［結果］タブをクリックします。

3［折り返し文字数（W）］を指定して、＜OK＞ボタンをクリックします。

画面3-6：［環境設定－結果］ダイアログ

指定は半角文字数で行います。最低は10文字です。初期設定は120文字です。
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●ウィンドウサイズに合わせて折り返す

1［結果（K）］－［右端で折り返し（W）］コマンドを選択します。

認識結果ウィンドウのサイズに合わせて折り返して表示します。

画面3-7：認識結果の折り返し

なお、この［結果（K）］－［右端で折り返し（W）］コマンドは、認識結果ウィンドウ

を縦書き表示にしていると、［下端で折り返し（W）］に変わります。

画像表示を連動させるには
認識結果ウィンドウ内のカーソル位置の認識結果文字とそれに対応する画像ウィ

ンドウ内の画像データを連動して表示します。

1［オプション（O）］－［環境設定（E）...］コマンドを選択します。

2［その他］タブをクリックします。

3 ［認識結果と画像を連動させる（L）］を指定して、＜OK＞ボタンをクリックしま

す。

画面3-8：認識結果と画像の連動表示

認識結果ウィンドウのカーソル位置の文字付近に、対応する画像データ部分を表

示します。

右端で折り返し

カーソル位置

連動します
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認識結果上に部分画像を表示するには
連動表示をしていても、認識結果と対応画像が離れてしまって見にくい場合は、

認識結果ウィンドウのカーソル位置の付近に、対応する部分画像を表示します。

1 結果ツールバーの＜部分画像表示＞ボタンをクリックします。

MENU ： ［表示（V）］－［部分画像（I）］－［表示（D）］

画面3-9：＜部分画像表示＞ボタンをクリック

部分画像が表示されます。

2［表示（V）］－［部分画像（I）］－［100％表示（1）］／［文字にあわせる（C）］で表示

する部分画像のサイズを指定します。

画面3-10：「認識結果ウィンドウ」内に部分画像を表示する

認識結果ウィンドウのフォントを指定するには
ウィンドウに表示される文字のフォント、サイズを変更します。

1 ［オプション（0）］－［環境設定（E）...］コマンドを選択します。

2［結果］タブをクリックします。

3 ＜フォントの指定（F）...＞ボタンをクリックします。

4 フォントとサイズを指定し、＜OK＞ボタンをクリックします。

　　　画面3-11：［フォント］ダイアログ

5［環境設定］ダイアログで＜OK＞ボタンをクリックします。

部分画像

カーソル位置
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文字の表示色を変更するには
認識結果ウィンドウでは、文字が6種類に色分けして表示されます。これは、「カ・

力」や「タ・夕」など、形状の類似した文字を見分けるための機能です。なお文字

を見分けやすくするという観点から、マイナス（－）、プラス（＋）は「数字」に、長

音（ー）は「カタカナ」に属します。

　 初期設定の表示色

・アルファベット ：茶色

・数字 ：緑色

・記号／カタカナ ：青色

・その他／改行マーク ：黒色

1［オプション(O)］－［環境設定(E)...］コマンドを選択します。

2［結果］タブをクリックします。

3 文字表示から変更したい文字種をクリックします。

4 ＜色の指定（C）...＞ボタンをクリックします。

5 色を指定し、＜OK＞ボタンをクリックします。

画面3-12：［色の設定］ダイアログ

基本色に好みの色がない場合は＜色の作成（D）＞ボタンで、色を作成し登録す

ることができます。

6［環境設定］ダイアログで＜OK＞ボタンをクリックします。

ご利用のウィンドウ環境もしくは設定した文字色によっては、特定の文

字色が見えないことがあります。そのときは『読んde!!ココ』の［環境設

定－結果］ダイアログで判別できない種類の文字色や背景色を変更して

ください。
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3.2　認識結果を編集するには

認識結果ウィンドウは、通常のテキストエディタと同様に、キーボードからの文字

の入力や Del  キー、 BS キーによる文字の削除が行えます。また、表の先頭

行にカーソルを移動して Ctrl + Enter キーを押すと、表の直前に改行のみの

1行を挿入することができます。

行の先頭や表に文字を挿入した場合（1行を挿入した場合も含みます）、認

識結果の保存形式によっては挿入文字が反映されない場合があります。対

応アプリケーションにて修正を行ってください。

候補文字について
認識結果ウィンドウの下部には、各文字に対して最高50文字までの候補文字が

表示されます。通常は10文字の候補文字が表示されますが、候補文字の右側の

ボタンをクリックすると、最高50文字の候補文字が表示されます。通常は認

識結果ウィンドウのカーソル位置の文字と、候補文字の先頭文字が一致しますが、

『読んde!!ココ』の単語処理により自動的に文字の置き換えが行われた結果、候

補文字の先頭文字以外の文字が認識結果ウィンドウに表示されていることもあ

ります。

●結果を候補文字で置き換えるには

1 認識結果ウィンドウで、置き換える文字の前にカーソルを移動します。

2 候補文字の中から指定する文字をクリックして選択します。

Ctrl ＋ ←  ／ → キーでも選択できます。

●候補文字の表示位置を変更するには

1［オプション（O）］－［環境設定（E）...］コマンドを選択します。

2［結果］タブをクリックします。

3［候補位置］を指定して、＜OK＞ボタンをクリックします。

［ポップアップ（P）］に指定すると、候補文字は右クリックメ

ニュー内に表示されます。

←画面3-13：候補文字のポップアップ表示
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認識結果をコピー／移動するには
認識結果ウィンドウ内および異なるアプリケーションへテキストをコピー、移動し

ます。

1 コピーしたいテキストを選択します。

2 認識結果ウィンドウ内で右クリックして、表示されるメニューより［コピー］を、移

動したい場合は［切り取り］を選択します。

MENU ：［編集（E）］－［コピー（C）］／［切り取り（T）］

画面3-14：［コピー］を選ぶ

内容がクリップボードにコピーされます。

3 コピーまたは移動したい位置に文字カーソルを移動して右クリックメニューよ

り、［貼り付け］を選択します。

MENU ：［編集（E）］－［貼り付け（P）］

文字列を検索するには

●認識結果ウィンドウ全体を対象に検索する

1 結果ツールバーの検索関連ボタンの右側の ボタンをクリックし、表示される

メニューより［文字列の検索］を選択します。

MENU ：［検索（S）］－［文字列の検索（S）...］

画面3-15：＜文字列の検索＞ボタンを選ぶ

［文字列の検索］ダイアログが表示されます。

2 検索する文字列を入力し、＜OK＞ボタンをクリックします。

画面3-16：［文字列の検索］ダイアログ



� 63

認
識
結
果
の
修
正

33

・検索する文字列は、テキストボックスに入力するか、一覧から選択しま

す。一覧には以前検索した文字列が最大100個まで表示されます。

・改行は「¥n」または「¥r」、タブは「¥t」、¥そのものは「¥¥」と入力します。

・大文字と小文字、全角文字と半角文字を区別するかどうか指定して検索

できます。

・「ガ・カ゛」、「パ・ハ゜」など濁点・半濁点を含む文字列では全角文字と

半角文字は違う文字となります。

＜OK＞ボタンをクリックすると、カーソルのある位置から上または下へ向かって

検索します。

●画像リスト内のすべての認識結果を対象に検索する

1［検索(S)］－［すべての結果の検索(K)...］コマンドを選択します。

画面3-17：［検索(S)］－［すべての結果の検索(K)...］コマンドを選択

［すべての結果の検索］ダイアログが表示されます。

2 検索する文字列を入力し、＜OK＞ボタンをクリックします。

画面3-18：［すべての結果の検索］ダイアログ

ダイアログ内の設定項目は［文字列の検索］ダイアログとほぼ同じです。

検索範囲は、画像リストすべての認識結果を対象とするか、カーソル位置以降の

データおよびそれ以降の画像リスト内のデータにするか指定します。

＜OK＞ボタンをクリックすると、画像リストの先頭か、またはカーソルのある位

置から下へ向かって検索します。
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文字列を置換するには

●認識結果ウィンドウ全体を対象に置換する

1 結果ツールバーの検索関連ボタンの横の ボタンをクリックし、表示されるメ

ニューより［文字列の置換］を選択します。

MENU ：［検索（S）］－［文字列の置換（R）...］

画面3-19：＜文字列の置換＞ボタンを選ぶ

［文字列の置換］ダイアログが表示されます。

2 置換前の文字列と置換後の文字列を指定します。

・文字列は、テキストボックスに入力するか、一覧から選択します。一覧には

以前指定した文字列がそれぞれ100個まで表示されます。

・置換前の文字列と置換後の文字列の指定には、以前に置換したパターンを

使うこともできます。［履歴（G）］に以前に実行した置換パターンが最大

100組まで表示されます。

・置換前の文字列に対して大文字と小文字、全角文字と半角文字を区別する

かどうか指定できます。「ガ・カ 」゙、「パ・ハ 」゚など濁点・半濁点を含む文字

列では全角文字と半角文字は違う文字となります。

3 1つずつ確認しながら置換する場合は＜OK＞ボタンを、すべて一括して置換す

る場合は＜すべてを置換（A）＞ボタンをクリックします。

画面3-20：［文字列の置換］ダイアログ

カーソルのある位置から上または下へ向かって置換します。
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●画像リスト内のすべての認識結果を対象に置換する

1［検索（S）］－［すべての結果の置換（C）...］コマンドを選択します。

画面3-21：［検索（S）］－［すべての結果の置換（C）...］コマンドを選択

［すべての結果の置換］ダイアログが表示されます。

2 置換前の文字列と置換後の文字列を指定します。

ダイアログ内の設定項目は［文字列の置換］ダイアログとほぼ同じです。

置換範囲は、画像リストすべての認識結果を対象とするか、カーソル位置以降の

データおよびそれ以降の画像リスト内のデータにするか指定します。

3 1つずつ確認しながら置換する場合は＜OK＞ボタンを、すべて一括して置換す

る場合は＜すべてを置換（A）＞ボタンをクリックします。

画面3-22：［すべての結果の置換］ダイアログ

画像リストの先頭か、またはカーソルのある位置から下へ向かって置換します。
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複数のパターンの文字列を一度に置換するには
置換したいパターンが共通している認識結果を、繰り返し編集するような場合に

使うと便利です。

●認識結果ウィンドウ全体を対象に複数置換する

1 結果ツールバーの検索関連ボタンの横の ボタンをクリックし、表示されるメ

ニューより［文字列の複数置換...］を選択します。

MENU ：［検索（S）］－［文字列の複数置換（A）...］

画面3-23：＜文字列の複数置換＞ボタンを選ぶ

［文字列の複数置換］ダイアログが表示されます。

2［一覧（L）］に置換パターンを指定します。

置換パターンの操作については、次項を参照してください。

3 1つずつ確認しながら置換する場合は＜OK＞ボタンを、すべて一括して置換す

る場合は、＜すべてを置換（A）＞ボタンをクリックします。

画面3-24：［文字列の複数置換］ダイアログ
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◆置換パターンを追加する
①［新規］タブを選択し、［置換前の文字列（S）：］［置換後の文字列（R）：］にそれ

ぞれ文字列を入力します。

・以前に実行した置換の履歴から置換パターンを追加する場合は、［履歴］タ

ブを選択し、一覧から置換パターンを選択します。

・履歴タブでは Ctrl キーや Shift キーを押しながらマウスをクリックする

と、置換パターンを複数選択することができます。

②＜追加（P）＞ボタンをクリックします。

入力された置換パターンは［一覧（L）］のリストの一番下に追加されます。

◆置換パターンを削除する
①［一覧（L）］から削除するパターンを選択します。

② ＜削除＞ボタンをクリックします。

◆置換パターンの順序を変更する
複数置換の処理が行われるときには、［一覧（L）］の上から順番に実行されるの

で、［一覧（L）］の上にあるパターンの方が優先順位が高くなります。そのため置

換前の文字列の一部または全部が重複している置換パターンが複数ある場合

は、一覧の順序を入れ替えて優先順位を調整します。

たとえば、「センチメートル」を「cm」に置換し、「センチ」を「cm」に置換したい

場合には、「cmメートル」と置換されないように「センチメートル→cm」のパ

ターンを優先させる必要があります。

①［一覧（L）］から順序を変更するパターンを選択します。

② ＜上へ＞または＜下へ＞ボタンをクリックします。
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●画像リスト内のすべての認識結果を対象に複数置換する

1［検索（S）］－［すべての結果の複数置換（M）...］コマンドを選択します。

画面3-25：［検索（S）］－［すべての結果の複数置換（M）...］コマンドを選択

［すべての結果の複数置換］ダイアログが表示されます。

2［一覧（L）］に置換パターンを指定します。

ダイアログ内の項目は［文字列の複数置換］ダイアログとほぼ同じです。

置換範囲は、画像リストすべての認識結果を対象とするか、カーソル位置以降の

データおよびそれ以降の画像リスト内のデータにするか指定します。

3 1つずつ確認しながら置換する場合は＜OK＞ボタンを、すべて一括して置換す

る場合は＜すべてを置換（A）＞ボタンをクリックします。

画像リストの先頭か、またはカーソルのある位置から下へ向かって置換をしま

す。

●置換パターンをファイルにするには
置換パターンは、ファイルに保存して、後で読み込んで利用することもできます。

◆ファイルに保存する
①［文字列の複数置換］ダイアログで ＜保存＞ボタンをクリックします。

［名前を付けて保存］ダイアログが表示されます。

②ファイル名を入力し、＜保存（S）＞ボタンをクリックします。

一覧の内容が保存されます。

◆置換パターンファイルを読み込む
①［文字列の複数置換］ダイアログで ＜読み込み＞ボタンをクリックします。

［ファイルを開く］ダイアログが表示されます。

②ファイル名を入力し、＜開く（O）＞ボタンをクリックします。
読み込んだ内容が一覧表示されます。
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誤り文字列の検出・検索・置換
認識結果ウィンドウ全体を対象に、誤りの可能性のある文字列を検出して、確認

したり正しい文字列に置換したりすることができます。

●誤り文字列を検出するには
結果ツールバーの誤り文字列関連ボタン右側の ボタンをクリックし、表示され

るメニューより［誤り文字列の検出］を選択します。

MENU ：［検索（S）］－［誤り文字列の検出（D）］

画面3-26：＜誤り文字列の検出＞ボタンを選ぶ

検出された誤り文字列は、背景色が変わります。

●誤り文字列を検索するには
［誤り文字列の検索］を選択します。

MENU ：［検索（S）］－［誤り文字列の検索（F）］

画面3-27：＜誤り文字列の検索＞ボタンを選ぶ

誤り文字列が検索され、現在カーソルのある位置以降の誤り文字列にカーソルが

移動します。ここで文字列の修正ができます。

●誤り文字列を置換するには

1［誤り文字列の置換...］を選択します。

MENU ：［検索（S）］－［誤り文字列の置換（T）...］

画面3-28：＜誤り文字列の置換＞ボタンを選ぶ
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誤り文字列を置換します。現在カーソルのある位置以降の誤り文字列にカーソル

が移動し、［誤り文字列の置換］ダイアログが表示されます。

2［候補（L）］から文字列を選択するか、［置換後の文字列（M）：］に文字列を入力し

てから＜置換（R）＞ボタンをクリックします。

画面3-29：［誤り文字列の置換］ダイアログ

文字列が置換され次の誤り文字列が検索されます。

現在の文字列を置換しない場合は、＜スキップ（S）＞ボタンを選択します。

必要に応じて検索から置換の操作を繰り返します。

ダイアログ内の項目の詳細は＜ヘルプ（H）＞ボタンをクリックして、表示される

ヘルプで確認してください。

ユーザ単語辞書を使用している場合、誤り文字列を単語辞書に登録する

ことができます。

［誤り文字列の置換］ダイアログで＜登録（A）＞ボタンをクリックしま

す。［置換前の文字列（M）:］に表示されている文字列を現在使用中のユー

ザ単語辞書に登録することができます。

直前の編集を取り消すには

［編集（E）］－［元に戻す（U）］コマンドを選択します。

直前に行った編集操作が取り消され、編集前の状態に戻ります。直前に文字列の

置換あるいは複数置換で文字列を置換した場合には、最後に置換された文字列

のみ元に戻ります。
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3.3 再認識処理

『読んde!!ココ』は、認識結果に対して部分的に文字の再認識を行うことができ

ます。

文字を結合して再認識させるには
1文字であるべき文字イメージが複数文字として認識された場合は、文字を結合

して再認識させます。

1 認識結果ウィンドウから結合させたい複数文字を範囲指定します。

選択された文字は反転表示されます。

2 結果ツールバーの文字関連ボタン右側の ボタンをクリックし、表示されるメ

ニューより［文字の結合］を選択します。

MENU ：［結果（K）］－［文字の結合（M）］

画面3-30：＜文字の結合＞ボタンを選ぶ

指定した文字に対応する文字イメージを1文字として再度認識します。

文字を分離して再認識させるには
複数文字であるべき文字イメージが1文字として認識された場合には、文字を分

離して再認識させます。

1 認識結果ウィンドウから分離させたい1文字を範囲指定します。

選択された文字は反転表示されます。

2 結果ツールバーの文字関連ボタン右側の ボタンをクリックし、表示されるメ

ニューより［文字の分離］を選択します。

MENU ：［結果（K）］－［文字の分離（S）］

画面3-31：＜文字の分離＞ボタンを選ぶ
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3.3　再認識処理

3 分離する位置を指定します。

画面3-32：文字の分離

 Ctrl キーを押すと分離する方向を上下あるいは左右に変更することができま

す。

指定した位置で分離されて、2文字として再度認識します。

1文字を再認識させるには　
文字イメージを１文字単位で再認識します。

1 認識結果ウィンドウから再認識させたい1文字を範囲指定します。

選択された文字は反転表示されます。

2 結果ツールバーの文字関連ボタン右側の ボタンをクリックし、表示されるメ

ニューより［文字の再認識］を選択します。

MENU ：［結果（K）］－［文字の再認識（R）］

画面3-33：＜文字の再認識＞ボタンを選ぶ

指定した文字に対応する文字イメージを再度認識します。
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3.4 先回り修正

『読んde!!ココ』では、認識結果に対して候補文字による置換や文字の結合／分

離処理を行った場合、それ以降の認識結果内の同じ文字に対して、同じ修正を自

動的に行う「先回り修正」ができます。

先回り修正を行うには

1 結果ツールバーの＜先回り修正＞ボタンをクリックします。

MENU ：［結果（K）］－［先回り修正（I）］

画面3-34：＜先回り修正＞ボタンをクリック

先回り修正が行われる設定になります。

2 認識結果の修正を行います。

候補文字による置換または文字の結合／分離処理を行います。

それ以降の認識結果内の同じ文字に対して、同じ修正が行われます。修正が行わ

れた文字は背景色が変わります。

先回り修正時に確認をするには
先回り修正を確認しながら行うことができます。

1［結果（K）］－［先回り修正時の確認（C）］コマンドを選択します。

先回り修正を行う文字に対して、先回り修正の確認メッセージが表示されます。

2 先回り修正を行う場合は＜はい（Y）＞ボタンを、行わない場合は＜いいえ（N）

＞ボタンをクリックします。

画面3-35：先回り修正の確認メッセージ

以降の認識結果にも先回り修正の対象となる文字がある場合は、続いて先回り

修正の確認メッセージが表示されます。

また、先回り修正を中止する場合は、＜キャンセル＞ボタンをクリックします。
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3.5　表の認識結果を変更する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3.5 表の認識結果を変更する

表の認識結果を修正します。罫線の線種変更や、セルの分割／統合ができます。

表の罫線種を変更するには
表領域として認識された結果に対して、認識結果ウィンドウで表示された表罫線

の線種を変更することができます。認識結果ウィンドウに表領域として認識され

た結果が表示されている状態で変更します。

1 表罫線の線種を変更させたいセルをクリックします。

2［結果（K）］－［表罫線の線種変更（L）...］コマンドを選択します。

［表罫線の線種変更］ダイアログが表示されます。

3［罫線］から変更する場所を選び、［線種（L）］から変更する罫線種を選択します。

画面3-36：［表罫線の線種変更］ダイアログ

・罫線の左側に並んでいる 矢印ボタンの上はセル内の上の罫線、下はセル内の

下の罫線を表します。下のほうに配置されている矢印ボタンの左側はセル内

の左罫線、右側はセル内の右罫線を表します。

・指定可能な線種は、空白線、実線、点線、破線の4種類です。ダイアログの左側

に現在指定されている罫線種がそれぞれ表示されます。

・セル内の上下左右のどこの線種を変更するか矢印ボタンで指定して、変更する

線種を選びます。

続けて違う場所の罫線種を変更する場合は、3 の手順を繰り返します。

4 ＜OK＞ボタンをクリックします。
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表セルの分割・結合をするには
表領域として認識された結果に対して、認識結果ウィンドウでセルの分割や結合

を行うことができます。

●表セルを分割する
１つのセルが他の部分では複数行、あるいは複数列になっている場合、セルを分

割することができます。

1 分割したいセル上をクリックします。

2 マウスの右クリックメニューから［表セルの分割］－［上下］／［左右］コマンドを

選択します。

MENU ：［結果（K）］－［表セルの分割］－［上下］／［左右］

画面3-37：表セルの分割

指定された位置でセルが分割されます。
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3.5　表の認識結果を変更する

●表セルを結合する
セルの結合ができるのは、同じ幅のセルであれば上下、同じ高さであれば左右の

隣接するセルです。

1 結合したいセル上をクリックします。

2 マウスの右クリックメニューから［表セルの結合］－［上］／［下］／［左］／［右］コ

マンドを選択します。

MENU ：［結果（K）］－［表セルの結合］－［上］／［下］／［左］／［右］

画面3-38：表セルの結合

指定された位置でセルが結合されます。
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認識結果の保存・利用

認識結果はファイルに保存できます。保存にはファイル形式を指定して保存

する通常の保存と、画像データと認識結果を対にして保存する中間形式ファ

イルでの保存があります。また、『読んde!!ココ』で認識した認識結果を読み

上げたり、翻訳したり、他のアプリケーションへ転送して利用することがで

きます。
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4.1 レイアウトを指定して保存

『読んde!!ココ』にあらかじめ用意されているレイアウトを選択すると、元画

像のレイアウトに関係なく、選択したレイアウトの形でMicrosoft Wordや

一太郎の文書を作成することができます。

ここでは、Microsoft Wordの場合を説明します。

1 基本操作ツールバーの＜保存／転送／画像保存＞ボタンをクリックし、表示さ

れるメニューより［認識結果の保存(S)］を選択します。

MENU ：［ファイル（F）］－［認識結果を保存（A）...］

画面4-1：＜認識結果の保存＞ボタンを選ぶ

［名前を付けて保存］ダイアログが表示されます。

＜保存／転送／画像保存＞ボタン
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2［ファイルの種類（T）］で「Microsoft Word形式ファイル［ユーザ指定］（*.rtf）」を

選択し、［ファイル名（N）］に保存ファイル名を入力します。

3 ＜レイアウト指定（L）...＞ボタンをクリックします。

画面4-2：＜レイアウト指定＞ボタンを選ぶ

［出力レイアウトの選択］ダイアログが表示されます。

4 出力したいレイアウトを選択し、＜OK＞ボタンをクリックします。

8種類のレイアウトの中からお好みのレイアウトを選びます。［元原稿サンプ

ル］と［出力イメージサンプル］が表示され、選んだレイアウトをもとに作成さ

れる文書のイメージを確認できます。

画面4-3：［出力レイアウトの選択］ダイアログ

［名前を付けて保存］ダイアログに戻ります。

レイアウトをクリックして選択
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5 ＜保存（S）＞ボタンをクリックします。

Microsoft Word（*.rtf）形式の文書ファイルが作成されます。

画面4-4：レイアウト指定されたWordの画面
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4.2 中間形式による保存

中間形式とは、認識処理を行った画像とその認識結果を対にして保存した

ファイルのことです。

中間形式で保存するには
画像と認識結果とを対にして保存するため、文字イメージとそれに対応する

認識結果との対応関係の情報なども保存することができます。中間形式で保

存した場合、次回の編集作業を保存時の状態から継続して行うことができま

す。

1［ファイル（F）］－［中間形式を保存（T）...］コマンドを選択します。

［中間形式を保存］ダイアログが表示されます。

2「ファイルの種類（T）」で保存形式を「中間形式ファイル（*.ydf）」に指定し、「ファ

イル名（N）」に保存ファイル名を入力します。

画面4-5：［中間形式を保存］ダイアログ

・必要に応じて、「保存する場所（I）」でファイルを保存するフォルダを指定し

ます。

・「画像データも保存する」をチェックすると、画像データも中間形式ファイ

ルと一緒に保存されます。これにより、認識を行った画像が保存されてい

なくても、画像と認識結果を対で読み込むことができます。

3 ＜保存（S）＞ボタンをクリックします。
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中間形式のファイルを読み込むには
中間形式ファイルを読み込むと、保存されている画像とその認識結果が対で

表示されます。

1［ファイル（F）］－［中間形式ファイルを開く（D）...］コマンドを選択します。

［中間形式ファイルを開く］ダイアログが表示されます。

2 読み込みたい中間形式ファイルを選択し、＜開く（O）＞ボタンをクリックします。

画面4-6：［中間形式ファイルを開く］ダイアログ

画像ウィンドウと認識結果ウィンドウが表示されます。

画面4-7：中間形式読み込み後

読み込まれた中間形式ファイルは、認識結果を保存または転送した

後に自動的に削除するように指定することもできます。詳細につい

ては、P.140「6.1 環境設定－その他ページ」をご覧ください。
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4.3 読み上げ

認識されたテキストの内容を確認するために、音声で認識結果を読み上げる

ことができます。

・WindowsXP/2000の制限ユーザーでは利用できません。

・Windows Vistaにて読み上げ機能をご利用になるには管理者として実

行してください。

P.5「2.Windows Vista でのご利用上の注意」

・1行が長い文章の場合や、文の解析ができない部分は、読み飛ばされる

ことがあります。

・英語の文章を日本語の読み上げ音声で読み上げる場合も、文の解析がで

きないため読み飛ばされることがあります。英語の文章を読み上げる時

は、英語の読み上げ音声を選択してください。

P.137「6.1 環境設定－読み上げページ」

1 読み上げを開始したい場所にカーソルを移動します。

部分的に読み上げたい場合は、読み上げたい範囲を選択します。

2 ＜認識結果の読み上げ＞ボタンをクリックします。

MENU ：［結果（K）］－［認識結果の読み上げ（V）］

画面4-8：＜認識結果の読み上げ＞ボタンをクリック

読み上げを開始します。読み上げ中は、［読み上げ中］ダイアログが表示されま

す。

画面4-9：［読み上げ中］ダイアログ

＜中止＞ボタンを選択すると、読み上げを中止します。

体験版では、読み上げ機能は
ご利用できません。
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4.4 翻訳

下記の条件にあてはまる場合、認識結果の英文テキストを英日翻訳すること

ができます。

・英日翻訳機能付き『読んde!!ココ』（スキャナバンドル版）を使用していたコ

ンピュータへ『読んde!!ココ Ver.13』を上書きインストールした場合。

・ご使用のコンピュータに、日英・英日翻訳ソフト「訳せ!!ゴマVer.3」以上が

インストールされている場合。この場合は、英日翻訳に加え、日英翻訳も

することができます。

認識結果を翻訳するには
ここでは、英日翻訳する方法について説明します。日英翻訳する場合は、「英

日翻訳」を「日英翻訳」と置き換えてお読みください。その場合、［結果（K）］－

［認識結果の日英翻訳（J）］コマンドを選択します。

『読んde!!ココ』の認識結果で誤認識されているものは、修正後、翻訳を

行ってください。

1 認識結果ウィンドウをアクティブにします。

認識結果の一部を翻訳したい場合は、翻訳したい部分を選択します。

2 結果ツールバーの翻訳関連ボタン右側の ボタンをクリックし、表示されるメ

ニューより［認識結果の英日翻訳］を選択します。

MENU ：［結果（K）］－［認識結果の英日翻訳（E）］

画面4-10：＜認識結果の英日翻訳＞ボタンを選ぶ

認識結果ウィンドウ内のテキストが英日翻訳されます。翻訳が終了すると、

［翻訳結果］ウィンドウが表示されます。
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画面4-11：［翻訳結果］ウィンドウ

認識結果ウィンドウに表示された日本語は、英日翻訳できません。日本語

を対象に英日翻訳コマンドを実行しても正しく表示されません。同様に英

語を対象に日英翻訳コマンドを実行しても正しく表示されません。

翻訳結果の編集
翻訳結果ウィンドウでは文字の追加・修正・削除といった編集を行うことが

できます。

・［編集（E）］メニューの［切り取り（T）］、［コピー（C）］、［貼り付け（P）］の各

コマンドを使って、翻訳結果ウィンドウ内、および異なるアプリケーショ

ンへテキストをコピーしたり移動できます。

・すべての翻訳結果データをクリップボード経由で他のアプリケーションな

どにコピーしたいときは、［編集（E）］－［全てをコピー（A）］コマンドを使い

ます。

・コピーしたデータは、ご利用になりたいアプリケーション上で「貼り付け」

をしてください。アプリケーション上での貼り付け方法は、各アプリケー

ションのマニュアルをご覧ください。

翻訳結果の保存・終了

・［ファイル（F）］－［翻訳結果を保存（A）...］コマンドを選択すると、翻訳結果

をテキスト形式で保存します。

・［ファイル（F）］－［終了（X）］コマンドを選択すると、［翻訳結果］ウィンドウ

を閉じます。
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4.5 認識結果の転送

転送とは、認識結果を他のアプリケーションへコピーまたは移動する処理の

ことです。『読んde!!ココ』の認識結果をアプリケーションへ転送するには4つ

の方法があります。

・基本操作ツールバーを使って転送する

・アプリケーションバーを使って転送先のアプリケーションに転送する

・メニューコマンドで認識結果のすべてのテキストを転送する

・ドラッグ&ドロップによって認識結果を部分的に転送する

それぞれの方法について説明します。

基本操作ツールバーを使って転送する
基本操作ツールバーのボタンを使って転送する方法です。［認識結果の転送］

ダイアログで転送先アプリケーションを指定して、認識結果を転送します。

1 認識を実行します。

2 基本操作ツールバーの＜保存／転送／画像保存＞ボタンをクリックし、表示され

るメニューより［認識結果の転送(T)］を選択します。

MENU ：［ファイル(F)］－［認識結果を転送(C)］

画面4-12：＜認識結果の転送＞ボタンを選ぶ

［認識結果の転送］ダイアログが表示されます。

＜保存／転送／画像保存＞ボタン
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3 転送するアプリケーションを選択して、＜OK＞ボタンをクリックします。

画面4-13：［認識結果の転送］ダイアログ

メッセージが表示されます。

4 ＜OK＞ボタンをクリックします。

画面4-14：アプリケーション転送メッセージ

『クリップボード』以外のアプリケーションを指定した場合は、転送先のアプ

リケーションが起動します。または、アプリケーションに転送されます。
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アプリケーションバーを使って転送する
アプリケーションバーに登録されているボタンを使って転送します。

この方法では、認識処理が終了していない状態でも、自動的に認識処理を行

い、アプリケーションへ転送することができます。

1 画像リストから転送する画像を選択します。

2 アプリケーションバーから、登録されているアプリケーションのボタンをク

リックします。

各アプリケーションボタン右側の ボタンをクリックして転送形式をメ

ニューから選択できます。

画面4-15：アプリケーションボタン

すでに認識処理を実行して認識結果ウィンドウが表示されている場合は、そ

の認識結果が転送されます。認識処理を実行していない場合には、自動で領

域抽出や認識処理が行われた後で認識結果が転送されます。

・画像リスト上で複数の画像を選択すると、それらすべての認識結果を転

送することができます。

・アプリケーションバーのボタンをクリックする代わりに、画像をボタン

にドラッグ＆ドロップして転送することもできます。

・アプリケーションバーを使って認識結果を転送すると、『読んde!!ココ』

の作業フォルダ（初期設定では、マイドキュメント※の下の"読んde!!コ

コ¥転送結果"というフォルダ）に転送するファイルが作成され、認識結

果が保存されます。このファイルは認識結果を一時的に保存したテンポ

ラリファイルなので、必要に応じて転送先のアプリケーションで別の名

前で保存してください。

※Windows Vistaの場合はドキュメントの下

テンポラリファイルをそのままにして転送機能を使い続けると、ハード

ディスクを圧迫してしまう恐れがあるので、テンポラリファイルは必要に

応じて削除してください。
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メニューコマンドを使って転送する
認識結果のすべてのテキストを標準の転送先として設定されているアプリ

ケーションに転送します。

標準の転送先は初期設定ではクリップボードです。

転送先の変更については、P.92「4.5 認識結果の転送－標準の転

送先を変更するには」をご覧ください。

1 認識結果ウィンドウをアクティブにします。

2［結果（K）］－［全てを転送(A)］コマンドを選択します。

認識結果すべてが標準の転送先として設定されているアプリケーションへコ

ピーされます。

ドラッグ&ドロップで転送する
認識結果の転送したい範囲を選択し、転送先アプリケーションへドラッグ&

ドロップすることにより認識結果を転送します。

単にドラッグ&ドロップした場合はテキストが転送先アプリケーションへ移

動され、 Ctrl キーを押しながらドラッグ&ドロップした場合はコピーされま

す。なお転送できるアプリケーションは、OLE2に対応しているアプリケー

ションに限られます。

1 転送する認識結果を範囲指定します。

2 反転させた部分をドラッグし、転送したいアプリケーションへドロップします。

認識結果が移動されます。コピーしたい場合は、 Ctrl キーを押しながらド

ロップします。
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アプリケーションバーへ登録するには
アプリケーションバーに、アプリケーションを登録することができます。

1［オプション（O）］－［転送先アプリケーション設定（C）］コマンドを選択します。

［転送先アプリケーション設定］ダイアログが表示されます。

2 ＜追加（A）...＞ボタンをクリックします。

画面4-16：［転送先アプリケーション設定］ダイアログ

［転送先の追加］ダイアログが表示されます。

3 ＜参照（R）...＞ボタンをクリックし、追加するアプリケーションの実行ファイ

ルを指定します。

画面4-17：［転送先の追加］ダイアログ

＜参照（R）...＞ボタンをクリックすると、［ファイルを開く］ダイアログが表示

されます。［ファイルの場所（I）］から追加するアプリケーションが存在する場

所を選択し、アプリケーションの実行ファイルを選択して＜開く（O）＞ボタ

ンをクリックします。

・［転送先の追加］ダイアログに戻ります。［コマンド（C）］にアプリケーショ

ン実行ファイルのパスが設定されます。

・アプリケーションに標準のメーラーまたはPowerPointを設定した場合

は、メッセージが表示され、自動的に専用の設定画面が表示されます。

・アプリケーションに対応したアイコンが自動で設定されます。アイコンを

変更する場合は、＜アイコンの変更（I）...＞ボタンをクリックします。
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4［アプリケーション名（N）］、［ファイル形式（F）］を指定し、＜OK＞ボタンをクリッ

クします。

画面4-18：［転送先の追加］ダイアログ

［転送先の追加］ダイアログで設定する項目の詳細は、ヘルプをご覧くださ

い。

＜OK＞ボタンをクリックすると［転送先アプリケーション設定］ダイアログに

戻り、指定したアプリケーションが一覧に追加されます。

5 追加されたアプリケーション名にチェックし、＜OK＞ボタンをクリックしま

す。

転送先の設定を変更するには
アプリケーションバーに登録したアプリケーションの転送先の設定を変更す

ることができます。

1［オプション（O）］－［転送先アプリケーション設定（C）］コマンドを選択します。

［転送先アプリケーション設定］ダイアログが表示されます。

2［転送先アプリケーション名（N）］から変更したいアプリケーションを選択し、

＜変更(C)...＞ボタンをクリックします。

画面4-19：［転送先アプリケーション設定］ダイアログ
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［転送先の変更］ダイアログが表示されます。

3 転送先アプリケーションの設定を変更し、＜OK＞ボタンをクリックします。

画面4-20：［転送先の変更］ダイアログ

［転送先の変更］ダイアログで設定する項目の詳細は、ヘルプをご覧くださ

い。

「メール」および「PowerPoint」の設定では別の画面が表示されま

す。詳細については、P.93「4.6 メール送信」をご覧ください。

「PowerPoint」については、表示されるダイアログでヘルプをご

覧ください。

［転送先アプリケーション設定］ダイアログに戻ります。

4 ＜OK＞ボタンをクリックします。

Microsoft社製のアプリケーションのアイコンは変更できません。
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標準の転送先を変更するには
『読んde!!ココ』では、［全てを転送］コマンドを選択したときに転送されるア

プリケーションを「標準の転送先」として設定しています。この標準の転送先

に指定するアプリケーションを変更します。

1［オプション（O）］－［転送先アプリケーション設定（C）］コマンドを選択します。

［転送先アプリケーション設定］ダイアログが表示されます。

2 標準に設定したいアプリケーションを一覧から選択します。

一覧に表示されていないアプリケーションを選択したい場合は、P.89「アプ

リケーションバーへ登録するには」を参照してアプリケーションを登録して選

択します。

3 ＜標準に設定（S）＞ボタンをクリックします。

画面4-21：＜標準に設定＞ボタンをクリック

選択したアプリケーションが標準の転送先として設定されます。以降、［結果

（K）］－［全てを転送（A）］コマンドを選択した場合、ここで指定したアプリ

ケーションに転送されるようになります。
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4.6 メール送信

メール送信機能を利用すると、PDFファイルやテキストなどの認識結果、ま

たスキャンした画像をメールに添付して送信できます。

アプリケーションバーの＜メール＞ボタンはOutlook,　OutlookExpressな

どのMAPI対応のメーラーに対応しています。

添付ファイルの形式を選択するには
まず、＜メール＞ボタンをクリックしたときに添付するファイルの形式を選

択しておきます。

1［オプション（O）］－［転送先アプリケーション設定（C）］コマンドを選択します。

［転送先アプリケーション設定］ダイアログが表示されます。

2 ＜メール＞を選択し、＜変更（C）...＞ボタンをクリックします。

画面4-22：［メール］を選択し、＜変更＞ボタンをクリック

[転送ファイルの選択]ダイアログが表示されます。

3 [画像ファイル(I)]／[認識結果ファイル(R)]のどちらかを選択します。

画面4-23：[転送ファイルの選択]ダイアログ
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4［ファイル形式］から添付するファイル形式を選択します。

ファイル形式の詳細についてはヘルプをご覧ください。

5 ＜OK＞ボタンをクリックします。

［転送ファイルの選択」ダイアログが閉じます。＜キャンセル＞ボタンをク

リックすると変更を反映せずにダイアログを閉じます。

メーラーを起動・送信するには
アプリケーションバーに登録されたメーラーのボタンで認識結果／画像を

メールに添付して送信できます。

1 通常の手順で認識までを実行します。

2 アプリケーションバーの＜メール＞ボタンをクリックします。

画面4-24：アプリケーションバーの＜メール＞ボタンをクリック

認識結果／画像がメールに添付されてメーラーが起動します。

画面4-25：メーラーが起動

お使いの環境によりメーラーの起動画面は異なります。

3 お使いのメーラーの操作手順に従ってメールを送信します。
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その他の機能

本章では『読んde!!ココ』で利用できる以下の機能や方法についてまとめて説

明しています。

・ プッシュ機能

・ ScanSnapからの読み込み方法

・ 片面動作のADFで両面原稿スキャンをする機能

・ エプソンスキャナサーバーから読み込みをする方法

・ スキャナde!!コピー機能

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5.1 プッシュ機能の使い方

使用しているスキャナが、Windows標準のプッシュ機能に対応している場合に

は、コンピュータを起動させてスキャナのプッシュボタン（スキャナビボタン）を

押すだけで、『読んde!!ココ』で認識処理をさせることができます。

Windowsプッシュ機能の動作設定
Windows標準のプッシュ機能を利用するには、あらかじめ動作設定をしておき

ます。

1［オプション（O）］－［プッシュボタンの動作設定（N）...］コマンドを選択します。

［動作設定－プッシュボタン］ダイアログが表示されます。
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5.1　プッシュ機能の使い方

2 プッシュボタンの動作の詳細を設定し、＜OK＞ボタンをクリックします。

画面5-1：［動作設定－プッシュボタン］ダイアログ

設定方法は＜ヘルプ＞ボタンをクリックして、表示されるヘルプで確認してくだ

さい。

Windowsプッシュ機能を実行するには
コンピュータが起動している状態でスキャナに原稿をセットして、スキャナの＜

プッシュ＞ボタンを押します。

［動作設定－プッシュボタン］ダイアログで設定した内容に従って『読んde!!ココ』

の処理が実行されます。

ダイアログ内の項目の詳細は＜ヘルプ＞ボタンをクリックして、表示されるヘル

プで確認してください。

スキャナにプッシュボタンが付いていても、必ずしもWindowsのプッ

シュ機能に対応しているとは限りません。

プッシュ機能を使用した後は、『読んde!!ココ』を終了するか、スキャナの

選択をするまでスキャンボタンを押したスキャナが選択された状態になり

ます。
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画像ファイルを自動的に保存するには
動作設定を次のように設定します。

1［動作設定－プッシュボタン］ダイアログで［4 画像の保存］工程［保存］欄右の

 ボタンをクリックします。

［画像の保存］ダイアログが表示されます。

2［ファイルを自動的に保存する（A）］をチェックします。

3 画像ファイルの保存先、ファイル種類、保存ファイル名を指定します。

4 ＜OK＞ボタンをクリックします。

画面5-2：［画像の保存］ダイアログ

認識結果ファイルを自動的に保存するには
動作設定を次のように設定します。

1［動作設定－プッシュボタン］ダイアログで［7 認識結果の出力］工程［保存］欄右

の  ボタンをクリックします。

［認識結果の保存］ダイアログが表示されます。

2［ファイルを自動的に保存する（A）］をチェックします。

3 認識結果ファイルの格納先、ファイル種類、保存ファイル名を指定します。

4 ＜OK＞ボタンをクリックします。

画面5-3：［認識結果の保存］ダイアログ
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5.1　プッシュ機能の使い方

認識結果ファイルを自動的に転送するには
動作設定を次のように設定します。

1［動作設定－プッシュボタン］ダイアログで［7 認識結果の出力］工程［転送］欄右

の  ボタンをクリックします。

［認識結果の転送］ダイアログが表示されます。

2［ファイルを自動的に転送する（A）］をチェックします。

3 認識結果ファイルの転送先を選択します。

4 ＜OK＞ボタンをクリックします。

画面5-4：［認識結果の転送］ダイアログ
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5.2 ScanSnapから読み込む

（株）PFUのScanSnapをお使いの場合は、ScanSnapから取り込んだ画像を

『読んde!!ココ』で認識処理させることができます。

ScanSnapの設定
ScanSnapで取り込んだ画像を『読んde!!ココ』にて自動で認識処理させるた

めには、連携のための設定が必要です。ScanSnapをご利用になる前に以下の

設定を行ってください。

1 ScanSnap のドライバをインストールします。

2 ScanSnapをPCに接続し、電源を入れます。

3 ScanSnap Managerが起動している場合は終了させます。

4 管理者権限にて『読んde!!ココ』を起動します。

設定を行うメッセージが表示されるので、指示に従ってください。

5 ScanSnap Managerを起動させます。

6 ScanSnap Managerの常駐アイコンを右クリックし、表示されるメニューか

ら［設定］を選択します。

7［アプリ選択］タブの［アプリケーションの選択］項目に『読んde!!ココ』を設定します。

「スキャンボタン」と「e-スキャンボタン」がある機種では「スキャンボタン」の動

作を設定してください。

8 その他の項目を設定します。

必要に応じて［読み取りモード］などを指定します。

ScanSnapからの取り込み
ScanSnapから取り込みを行う場合は、『読んde!!ココ』を起動していない状態

で行ってください。また、『読んde!!ココ』が起動している場合は、『読んde!!コ

コ』側では何も作業をしていない状態にしてください。

ScanSnapの＜SCAN＞ボタンを押すと、原稿の取り込みが開始され、『読ん

de!!ココ』の認識処理が始まります。認識処理の設定については、P.95「5.1

プッシュ機能の使い方」をご覧ください。

『読んde!!ココ』側からは、取り込みや取り込みに関する設定ができませ

ん。ScanSnap側で行う必要があります。詳しい操作方法はScanSnap

の取扱説明書をご覧ください。
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5.3　片面ADFを使った両面原稿スキャン
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5.3 片面ADFを使った両面原稿スキャン

ADF（自動給紙装置）対応のスキャナをお使いの場合、『読んde!!ココ』の両面

原稿スキャン機能を利用すると、メッセージに従って操作していくだけで順番ど

おりに両面のスキャンができます。また、多量の原稿をスキャンしている途中、ス

キャナのエラーなどでストップしても途中から再開できます。

お使いのスキャナのADFが両面読み取りに対応している場合には、そ

の機能を使ってください。

1 基本操作ツールバーの＜画像入力選択＞ボタンをクリックし、表示されるメ

ニューより［両面スキャン（R）］を選択します。

MENU ： [ファイル（F）]－[スキャナから両面読み込む（H）...]

画面5-5：＜両面スキャン＞を選択

[両面スキャン］ダイアログが表示されます。

2 表示されたメッセージに従ってADFに原稿の表面からスキャンされるように

セットしてから＜1ページ目からスキャン＞ボタンをクリックします。

※セットするページ順は1、3、5・・・となります。

画面5-6：[両面スキャン］ダイアログ

ADFから原稿がなくなるまでスキャンが実行されます。原稿がなくなると[両面

スキャン］ダイアログが表示されるので、表面のスキャンを継続するか裏面のス

キャンを開始するかを選択します。

＜画像入力選択＞ボタン
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3 メッセージに従ってどちらか選択します。

画面5-7：［両面スキャン］ダイアログ

＜表面のスキャンを継続する＞ボタン

表面の原稿としてスキャンされます。ADFトレイに全部数を一度にセットでき

なかった場合にはこちらを選択してください。表面のスキャンが終わるまでこ

れを繰り返します。

＜裏面のスキャンを開始する＞ボタン

これ以降裏面の原稿としてスキャンを開始します。

裏面のスキャンは次の点に留意して実行してください。

・裏面のセットは最終ページから行います。

例：表裏で20ページをスキャンする場合、20ページ目からスキャンさ

れるようにセットします。通常、排紙された重なり状態のままひっく

り返してセットします。

・裏面のスキャン中ADFに原稿がなくなると、スキャンした裏面の枚数が

表面の枚数よりも少ない場合には裏面のスキャンを継続する確認ダイア

ログが表示されるので、続きの裏面をセットします。

・表面と同じ枚数だけ裏面をスキャンした時点でスキャン処理は自動終了

します。

両面原稿スキャンは必ず裏表の原稿が同数としてカウントされます。

スキャン処理終了後、スキャンした裏面と表面画像が交互に並べ替えられて、『読

んde!!ココ』のウィンドウに表示されます。認識処理など、以降の操作は通常の画

像処理と同じです。
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5.3　片面ADFを使った両面原稿スキャン

スキャン作業を再開する場合
何らかの理由で両面スキャン作業を中断したあと、次に両面原稿スキャンを起動

すると次のようなメッセージが表示されます。

画面5-8：スキャン作業の再開確認メッセージ（図は表面スキャンの途中で中断した場合）

＜はい（Y）＞ボタンを選択すると、中断した状態から継続してスキャンを再開し

ます。

＜いいえ（N）＞ボタンを選択すると両面スキャンが終了するので、新規に両面

スキャンを開始する場合、再度両面原稿スキャンを起動してください。
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5.4　エプソンスキャナサーバーから取り込む

エプソンコピーサーバー等に接続されているスキャナからファイルサーバーに

取り込まれた画像データを『読んde!!ココ』に読み込むことができます。

『エプソンサーバースキャン』によって読み込まれた画像データは、ネットワーク

上にあるサーバーの指定されたディレクトリ内に保存されています。サーバー上

の画像データを読み込むためには、お使いのコンピュータ上にこのサーバーが

マウントされている必要があります。

コピーサーバー等へのスキャナの接続方法、およびデータ取り込み方法

などは、コピーサーバーの取扱説明書を参照してください。

エプソンサーバースキャンの設定をするには
［エプソンサーバースキャンから読み込む］コマンドを実行したときに表示する

サーバー上のフォルダを指定します。

1［オプション（O）］－［エプソンスキャナサーバー連携の設定（A）］－［エプソン

サーバースキャンの設定(N)...］を選択します。

［エプソンサーバースキャンの設定］ダイアログが表示されます。

2 エプソンサーバースキャンによって読み込まれた画像データが保存されている

サーバー上のディレクトリを［ユーザスキャンディレクトリ（U）］に指定します。

画面5-9：［エプソンサーバースキャンの設定］ダイアログ

＜参照（R）...＞ボタンをクリックすると、［フォルダの参照］ダイアログが表示さ

れるので、お使いのネットワークのフォルダを指定します。

サーバー上のディレクトリの指定方法にはネットワークプロトコルおよび

ディレクトリパスをURLの書式で指定する方法も利用できます。URLの指

定書式は、お使いのプロトコルによって異なるので、URLの指定方法がわ

からない場合には、ネットワーク管理者におたずねください。
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5.4　エプソンスキャナサーバーから取り込む

3　取り込みに関する設定をします。

・サーバー内のすべての画像データを自動で取り込む場合は、［すべての画像を

自動で取り込む（F）］にチェックを付けます。

・画像データを取り込んだ後、サーバーから画像データを削除する場合は、［取り

込み後サーバーから削除する（D）］にチェックを付けます。

サーバーに大量のデータがある場合、［すべての画像を自動で取り込む

（F）］をチェックすると、大量のデータがすべて自動で処理され，非常に時

間がかかるのでご注意ください。また、［取り込み後サーバーから削除する

（D）］をチェックすると、画像取り込み後、サーバーに画像データは残りま

せん。サーバーに大事なデータがある場合は、必ずチェックをはずしてご

使用ください。

4　＜OK＞ボタンをクリックします。

エプソンサーバースキャンから読み込む
『読んde!!ココ』をお使いのコンピュータが『エプソンサーバースキャン』を含む

ネットワークに接続されている場合には、サーバースキャンされたデータを『読

んde!!ココ』に読み込むことができます。

1  ［ファイル(F)］－［エプソンスキャナサーバーからの入力］－［エプソンサーバー

スキャンから読み込む(L)...］を選択します。

［エプソンサーバースキャン］ダイアログが表示され、サーバー上に取り込まれた

画像データの一覧が表示されます。

画面5-10：［エプソンサーバースキャン］ダイアログ　サムネイル表示
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右上の表示切替ボタンで、画像一覧をサムネイル表示かリスト表示に切り替える

ことができます。

画面5-11：［ エプソンサーバースキャン］ダイアログ　リスト表示

ダイアログ内の項目の詳細は＜ヘルプ（H）＞ボタンをクリックして、表示される

ヘルプで確認してください。

2 読み込みたい画像ファイルを選択します。

・複数のファイルを選択する場合は、マウスでドラッグするか、ファイル一覧より

最初のファイルをクリックし、最後のファイルを Shift キーを押しながらクリッ

クします。

・ランダムにファイルを選択する場合は、 Ctrl キーを押しながら順次クリックし

ます。

3 ＜OK＞ボタンをクリックします。

『読んde!!ココ』に画像ファイルが読み込まれます。

この後は、画像を編集したり、認識処理を行ったり必要な操作をしてください。

リスト表示切替

サムネイル表示切替
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5.4　エプソンスキャナサーバーから取り込む

EpsonNet ScanComposerから読み込む
『読んde!!ココ』は、EpsonNet ScanComposerから画像ファイルを読み込む

ことができます。

下記の手順 1 から 3 は、一度設定しておけば、接続環境が変更され

ない限りその都度設定する必要はありません。設定が完了しているとき

は、手順 4 からの操作となります。

1  ［オプション（O）］－［エプソンスキャナサーバー連携の設定（A）］－［EpsonNet

ScanComposerの設定（B）...］を選択します。

［EpsonNet ScanComposerの設定］ダイアログが表示されます。

2  以下の手順で設定します。

画面5-12：［EpsonNet ScanComposerの設定］ダイアログ

①［ScanComposerと連携する］にチェックを付けます。
②［ScanComposerサーバー］、［既定のログインアカウント］に各情報を入
力します。

③ 必要に応じ［プロキシサーバー］の情報を入力します。
④『読んde!!ココ』に取り込みが完了した画像ファイルをサーバーから削除す
るときは、［取り込み後サーバーから削除する（D）］にチェックを付けます。

⑤ ＜OK＞ボタンをクリックします。
［EpsonNet ScanComposerの設定］ダイアログの詳細は、＜ヘルプ（H）＞
ボタンをクリックして、表示されるヘルプで確認してください。また、
ScanComposerサーバーのアドレスやログインアカウント等については、ネッ

トワーク管理者にご確認ください。

①

②

③

④

⑤
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［取り込み後サーバーから削除する（D）］にチェックすると、画像取り込み

後、サーバーに画像データは残りません。サーバーに大事なデータがある

場合は、必ずチェックをはずしてご使用ください。

設定完了のメッセージが表示されます。

3  ＜OK＞ボタンをクリックします。

画面5-13：設定完了のメッセージ

4 ［ファイル（F）］－［エプソンスキャナサーバーからの入力］－［EpsonNet

ScanComposerから読み込む（N）...］を選択します。

［EpsonNet ScanComposerから読み込む］ダイアログが表示されます。

5  ［ScanComposer上のデータ一覧］より取り込みたい画像ファイルを選択して

反転させます。

画面5-14：［EpsonNet ScanComposerから読み込む］ダイアログ

・複数のファイルを選択するには、マウスで範囲を指定するか、ファイル一覧より
読み込みたい最初のファイルをクリックし、最後のファイルを Shift キーを押
しながらクリックします。

・ランダムに複数ファイルを選択するには、 Ctrl キーを押しながら順次クリック
します。

［EpsonNet ScanComposerから読み込む］ダイアログの詳細は＜ヘルプ

（H）＞ボタンをクリックして表示されるヘルプをご覧ください。

6  ＜読み込み（R）＞ボタンをクリックします。

選択したファイルがサーバーから『読んde!!ココ』の画像リストに読み込まれます。

この後は、画像を編集したり、認識処理を行ったり必要な操作をしてください。
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5.5　スキャナde!!コピー
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5.5　スキャナde!!コピー

『スキャナde!!コピー』機能を使うとお使いのスキャナとプリンタを利用して手

軽にコピーができます。ＯＣＲソフトならではの傾き補正や向きを揃えてのコ

ピーができます。また、お使いのプリンタに応じて、モノクロ／カラーのコピーが

可能です。

『スキャナde!!コピー』を起動する
『スキャナde!!コピー』を起動するには次のようにします。

基本操作ツールバー＜ツール選択＞ボタンをクリックして表示されるメニュー

より［スキャナde!!コピー（C）］を選択します。

MENU ： [ファイル(F)]－[スキャナde!!コピー(K)...]

画面5-15：＜スキャナde!!コピー＞を選択

［スキャナde!!コピー］ダイアログが表示されます。

＜ツール選択＞ボタン
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『スキャナde!!コピー』を利用する
［スキャナde!!コピー］を利用し、原稿をコピーします。

1 お使いのスキャナとプリンタを設定します。

画面5-16：［スキャナde!!コピー］ダイアログ

ダイアログ内の項目の詳細は＜？＞ボタンをクリックして、表示されるヘルプを

ご覧ください。

2 コピーしたい原稿をスキャナにセットします。

3 ＜スタート＞ボタンをクリックします。

スキャナから原稿が取り込まれ、その後プリンタに出力されます。

ご利用のスキャナによっては、設定項目がすべて利用できない場合があり

ます。その場合＜スタート＞ボタンをクリックすると、スキャナ固有の設

定ダイアログが表示されます。スキャナ固有のダイアログが表示された場

合は、取り込みに関する設定をこちらで設定してください。詳しくは、ス

キャナの取扱説明書をご覧ください。

『スキャナde!!コピー』を終了する
『スキャナde!!コピー』を終了するには［スキャナde!!コピー］ダイアログ右上に

ある＜閉じる＞ボタンをクリックします。
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5.6　印刷
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5.6 印刷

スキャンした画像や認識結果を印刷します。

1 [ファイル（F）］－［印刷（P）...］を選択します。

［印刷］ダイアログが表示されます。

2 必要な設定を行い、＜OK＞ボタンをクリックします。

画面5-17：［印刷］ダイアログ

＜OK＞ボタンをクリックすると、印刷が実行されます。
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5.7 リモートde!!スキャンの利用方法

『読んde!!ココ』は、ネットワーク上の他のコンピュータに接続されたスキャナを

操作して、画像を取り込むことができます。

　

・リモートde!!スキャンを利用するには、お使いのコンピュータがLANに

接続され、TCP/IPの設定によりサーバー側のIPアドレスが取得されて

いることを前提に説明します。

・リモートde!!スキャンで利用できるスキャナは、『読んde!!ココ』の［AI

SmartScanパネル］が使用できるTWAIN対応のスキャナ（エプソン、

キヤノン、シャープ社製）に限られます。

なお、ネットワークへのスキャナの接続方法は、お使いのスキャナに付

属の取扱説明書をご覧ください。

リモートde!!スキャンの準備の流れ
この機能を使うためには、『読んde!!ココ』のシステムディスクに含まれる『リ

モートde!!スキャンサーバー』プログラムをスキャナが接続されているコン

ピュータ（以下、サーバー）にインストールする必要があります。

リモートde!!スキャンの設定

スキャナの選択

スキャンの実行

クライアント（読んde!!ココ）側

『リモートde!!スキャンサーバー』
のインストール

『リモートde!!スキャンサーバー』
の設定

サーバー側

P.112

P.115

P.117

P.117

P.118

体験版では、リモートde!!スキャンおよび
クリップOCRは提供しておりません。
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5.7　リモートde!!スキャンの利用方法

『リモートde!!スキャンサーバー』をインストールするには （サーバー側）
ネットワーク上のスキャナがつながっているコンピュータ（サーバー）に、『リモー

トde!!スキャンサーバー』プログラムをインストールします。

管理者権限でインストールを行ってください。

1『読んde!!ココ』のシステムディスクをCD-ROMドライブにセットします。

『読んde!!ココ』のインストーラーが起動し、インストールメニューが表示されま

す。

システムディスクをセットしたとき、オートプレイ機能により自動的に

セットアッププログラムが起動します。オートプレイ機能が無効な場合

には、「マイコンピュータ」または「エクスプローラ」でシステムディスク

の内容を表示させ、「Setup.exe」をダブルクリックします。

2 ＜リモートde!!スキャンサーバー＞ボタンをクリックします。

画面5-18：［読んde!!ココ セットアップメニュー］ダイアログ

『リモートde!!スキャンサーバー』のインストーラが起動し、［リモートde!!スキャ

ンサーバー セットアップ］ダイアログが表示されます。

体験版では、リモートde!!スキャンおよび
クリップOCRは提供しておりません。



113

そ
の
他
の
機
能

55

3 ＜次へ（N）＞ボタンをクリックします。

画面5-19：［リモートde!!スキャンサーバー セットアップ］ダイアログ

［使用許諾契約］ダイアログが表示されます。

4 使用許諾契約に同意する場合は、＜はい（Y）＞ボタンをクリックします。

画面5-20：［使用許諾契約］ダイアログ

［インストール先の選択］ダイアログが表示されます。

体験版では、リモートde!!スキャンおよび
クリップOCRは提供しておりません。
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5.7　リモートde!!スキャンの利用方法

5 インストール先フォルダを指定し、＜次へ（N）＞ボタンをクリックします。

画面5-21：［インストール先の選択］ダイアログ

［スタートアップへの登録］ダイアログが表示されます。

6 ＜次へ（N）＞ボタンをクリックします。

画面5-22：［スタートアップへの登録］ダイアログ

『リモートde!!スキャンサーバー』をスタートアップに登録するか指定します。

チェックを付けるとWindowsが起動するたびに、『リモートde!!スキャンサー

バー』が起動し、常駐します。

スタートアップに登録しない場合は、チェックを外します。

＜次へ（N）＞ボタンをクリックすると、プログラムのコピーが始まります。

終了すると、［リモートde!!スキャンサーバー セットアップ終了］ダイアログが表

示されます。

体験版では、リモートde!!スキャンおよび
クリップOCRは提供しておりません。
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7 ＜完了＞ボタンをクリックします。

画面5-23：［リモートde!!スキャンサーバー セットアップ終了］ダイアログ

『リモートde!!スキャンサーバー』のインストールが終了しました。

『リモートde!!スキャンサーバー』の設定をするには
サーバのIPアドレスの確認と、使用するスキャナを設定します。

『リモートde!!スキャンサーバー』のインストール直後や、『リモートde!!スキャン

サーバー』をスタートアップに登録しない場合は、次のようにして、『リモートde!!

スキャンサーバー』を起動します。

1［スタート］－［すべてのプログラム］－［読んde!!ココ］－［アプリケーション］－［リ

モートde!!スキャンサーバー］を選択します。

画面5-24：［リモートde!!スキャンサーバー］の起動

体験版では、リモートde!!スキャンおよび
クリップOCRは提供しておりません。
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5.7　リモートde!!スキャンの利用方法

『リモートde!!スキャンサーバー』が起動します。

ダイアログ中のIPアドレスに表示されているIPアドレスが、『読んde!!

ココ』側で指定するIPアドレスになります。メモを取るなどして、IPア

ドレスを記憶しておきます。

2 ＜選択（S）...＞ボタンをクリックします。

画面5-25：［リモートde!!スキャンサーバー］ダイアログ

［スキャナの選択］ダイアログが表示されます。

リモートde!!スキャンの場合、『読んde!!ココ』で原稿を取り込むときは、すべて

［AI SmartScanパネル］から行います。したがって、［スキャナの選択］ダイア

ログの一覧には、［AI SmartScanパネル］が使用できるスキャナしか表示され

ません。

3 使用するスキャナを一覧から選択し、＜OK＞ボタンをクリックします。

画面5-26：［スキャナの選択］ダイアログ

接続スキャナに、選択したスキャナドライバが表示されます。

以上で、サーバー側の準備が整いました。

体験版では、リモートde!!スキャンおよび
クリップOCRは提供しておりません。
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リモートde!!スキャンの設定をするには （読んde!!ココ側）
『読んde!!ココ』側で、使用する『リモートde!!スキャンサーバー』のIPアドレス

を設定します。

1［ファイル（F）］－［リモートde!!スキャンの設定（V）...］を選択します。

［リモートde!!スキャンの設定］ダイアログが表示されます。

2 リモートde!!スキャンサーバーのIPアドレスを入力します。

画面5-27：［リモートde!!スキャンの設定］ダイアログ

ここで指定するIPアドレスは、サーバー上で表示されている［リモートde!!スキャ

ンサーバー］ダイアログのIPアドレスを入力します。

3 ＜OK＞ボタンをクリックします。

スキャナの選択をするには （読んde!!ココ側）
『読んde!!ココ』側で使用するスキャナを選択します。

1［ファイル（F）］－［スキャナの選択（S）...］を選択します。

［スキャナの選択］ダイアログが表示されます。

2「リモートde!!スキャン（XXX.XXX.XXX.XXX）」を選択し、＜OK＞ボタンを

クリックします。

画面5-28：［スキャナの選択］ダイアログ

以上で、『読んde!!ココ』側の準備が整いました。

体験版では、リモートde!!スキャンおよび
クリップOCRは提供しておりません。
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5.7　リモートde!!スキャンの利用方法

スキャンを実行するには
サーバーにつながっているスキャナから原稿を取り込みます。

1 ＜スキャン＞ボタンをクリックします。

画面5-29：＜スキャン＞ボタンをクリック

［AI SmartScanパネル］ダイアログが表示されます。

取り込み時の設定は、通常の原稿の取り込みと同じです。詳しくは、

第1部 ユーザーズマニュアル P.50「3.2 原稿を取り込む－スキャ

ナから原稿を取り込むには」をご覧ください。

2 取り込みの設定を行い、＜取り込み（S）＞ボタンをクリックします。

画面5-30：［AI SmartScan パネル］ダイアログ

体験版では、リモートde!!スキャンおよび
クリップOCRは提供しておりません。



119

そ
の
他
の
機
能

55

サーバー上のスキャナから原稿が取り込まれると、［通信中］ダイアログが表示さ

れます。

画面5-31：［通信中］ダイアログ

『読んde!!ココ』に画像データが読み込まれます。

この後は、必要に応じて画像編集、認識処理などを行ってください。

体験版では、リモートde!!スキャンおよび
クリップOCRは提供しておりません。
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5.8　クリップOCRの利用方法
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5.8 クリップOCRの利用方法

『クリップOCR』とは、クリップボードにコピーされた画像を認識して、認識結果

をクリップボードにコピーする機能です。

管理者権限でインストールを行ってください。

『クリップOCR』のインストール

1『読んde!!ココ』のシステムディスクをCD-ROMドライブにセットします。

『読んde!!ココ』のインストーラーが起動し、インストールメニューが表示されま

す。

システムディスクをセットしたとき、オートプレイ機能により自動的に

セットアッププログラムが起動します。オートプレイ機能が無効な場合

には、「マイコンピュータ」または「エクスプローラ」でシステムディスク

の内容を表示させ、「Setup.exe」をダブルクリックします。

2 ＜クリップOCR＞ボタンをクリックします。

画面5-32：［読んde!!ココ セットアップメニュー］ダイアログ

『クリップ OCR』のインストーラが起動し、［クリップ OCR セットアップ］ダイア

ログが表示されます。

体験版では、リモートde!!スキャンおよび
クリップOCRは提供しておりません。
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3 ＜次へ（N）＞ボタンをクリックします。

画面5-33：［クリップOCRセットアップ］ダイアログ

［使用許諾契約］ダイアログが表示されます。

4 使用許諾契約に同意する場合は、＜はい（Y）＞ボタンをクリックします。

画面5-34：［使用許諾契約］ダイアログ

［インストール先の選択］ダイアログが表示されます。

体験版では、リモートde!!スキャンおよび
クリップOCRは提供しておりません。
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5.8　クリップOCRの利用方法

5 インストール先フォルダを指定し、＜次へ（N）＞ボタンをクリックします。

画面5-35：［インストール先の選択］ダイアログ

［スタートアップへの登録］ダイアログが表示されます。

インストール先フォルダは、『読んde!!ココ』と同じフォルダを指定して

ください。

6 ＜次へ（N）＞ボタンをクリックします。

画面5-36：［スタートアップへの登録］ダイアログ

『クリップ OCR』をスタートアップに登録するか指定します。チェックを付けると

Windowsが起動するたびに、『クリップ OCR』が起動し、常駐します。

スタートアップに登録しない場合は、チェックを外します。

＜次へ（N）＞ボタンをクリックすると、プログラムのコピーが始まります。

体験版では、リモートde!!スキャンおよび
クリップOCRは提供しておりません。
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終了すると、［クリップ OCR セットアップ終了］ダイアログが表示されます。

7 ＜完了＞ボタンをクリックします。

画面5-37：［クリップ OCR  セットアップ終了］ダイアログ

『クリップ OCR』のインストールが終了しました。

『クリップOCR』の使用方法
インストール時にスタートアップ登録していない場合は、『クリップOCR』を起動

します。

1［スタート］－［すべてのプログラム］－［読んde!!ココ］－［アプリケーション］－［ク

リップOCR］を選択します。

タスクトレイに常駐されます。

画面5-38：タスクトレイに常駐

2 認識させたい画像をペイント等のアプリケーションで開きます。

3 認識させたい部分を範囲選択し、コピーします。

認識処理が行われ、認識結果がクリップOCRの結果リストに表示されます。

画面5-39：クリップOCRの結果リスト

クリップOCRの結果リストは、タスクトレイ上のクリップOCRボタンをクリックす

ると、表示／非表示の切り替えができます。

クリップOCRボタンを右クリックすると項目のメニューが表示されます。右クリッ

クメニューの詳細については、ヘルプをご覧ください。

体験版では、リモートde!!スキャンおよび
クリップOCRは提供しておりません。
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5.9　ココde!!ガイドについて
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5.9 ココde!!ガイドについて

「ココde!!ガイド」とは『読んde!!ココ』の操作方法をアドバイスしてくれるガイダ

ンスです。「ココde!!ガイド」は『読んde!!ココ』を起動したときや、各操作が終了

したときに、次に行うべき操作方法を自動で表示します。「ココde!!ガイド」のア

ドバイスに従って、使いたい操作を選んでいくだけで、簡単に『読んde!!ココ』を

使うことができます。

「ココde!!ガイド」は、操作中いつでも閉じることができます。ガイドが不要な場

合は、起動時に表示しない設定にできます。また、いつでも必要な時に再表示で

きます。

ココde!!ガイドの使い方
「ココde!!ガイド」は、『読んde!!ココ』の起動時や、各操作ごとに表示されます。

使いたい操作の文章やボタンをクリックすると、選んだ操作が実行されたり、次

の操作方法のアドバイスが表示されます。

画面5-40：［ココde!!ガイド］ダイアログ

ココde!!ガイドを閉じるには
ココde!!ガイドの<閉じる>ボタンをクリックします。
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ココde!!ガイドを再表示するには
［ヘルプ（H）］－［ココde!!ガイドの再表示（R）］を表示します。「ココde!!ガイド」

が再び表示されます。

ココde!!ガイドを起動時に表示しない設定にするには
［ココde!!ガイド］ダイアログの［次回からこの画面を表示しない］をチェックしま

す。または、［ヘルプ（H）］－［ココde!!ガイド（G）］を選択し、チェックをはずしま

す。

画面5-41：［ココde!!ガイド］ダイアログ

次回起動時に、「ココde!!ガイド」が表示されなくなります。
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5.10　操作アシスト機能について
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5.10 操作アシスト機能について

主に手動で『読んde!!ココ』を利用する場合に便利な機能で、OCR作業の各ス

テップとステップの間の処理を自動で行い、定型の作業を軽減することができま

す。

「操作アシスト機能」を利用するには

1［オプション（O）］－［環境設定（E）...］を選択します。

［環境設定］ダイアログが表示されます。

2［その他］タブを選択し、［認識前後の処理を自動化する（A）］にチェックを入れ

ます。

画面5-42：［環境設定－その他］タブ

操作アシスト機能

・自動誤り文字列検出
・自動文字列複数置換
・自動認識結果読み上げ
・自動ユーザ認識辞書登録

・自動向き判別
・自動傾き補正
・自動ノイズ除去

・自動領域抽出
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「操作アシスト」の設定をするには
「操作アシスト」で自動化する動作を設定します。

［環境設定－その他］タブで［認識前後の処理を自動化する（A）］をチェックする

と、右手にある＜設定（B）＞ボタンが有効になります。＜設定（B）＞ボタンをク

リックします。

［操作アシストの設定］ダイアログが表示されます。

画面5-43：［操作アシストの設定］ダイアログ

自動処理したい操作の各項目にチェックを入れると、『読んde!!ココ』の動作時

に自動的に処理を実行することができます。

ダイアログ内の項目の詳細は＜ヘルプ（H）＞ボタンをクリックして、表示される

ヘルプで確認してください。
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メインウィンドウのツールボタンの表示に関する設定や、認識処理時の動作、結果

の表示のさせ方、出力の設定を変更するなどは、環境設定で行います。
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6.1 環境設定

1 メニューバーから［オプション（O）］－［環境設定（E）...］コマンドを選択します。

画面6-1: ［オプション（O）］－［環境設定（E）...］コマンドを選択

［環境設定］ダイアログが表示されます。

［環境設定］ダイアログは、7つのタブによってページを切り替えられるようになっ

ています。

・原稿............... 原稿取り込みに関する設定を行います。

・表示............... スマートナビの起動に関する設定や認識パラメータやツール

バーの表示、画像ウィンドウの表示サイズに関する設定を行いま

す。

・認識............... 認識エンジン、認識オプション、ルビに関する設定を行います。

・結果............... 認識結果ウィンドウや、認識結果の文字表示に関する設定を行い

ます。

・読み上げ....... 読み上げ時の声の種類、声の高さ、大きさ、読み上げ速度などを

設定します。

・出力............... 認識結果を出力する際の設定を行います。

・その他 .......... ウィンドウに関する設定や、『読んde!!ココ』再起動時の復元状

態などの設定を行います。

2 ［環境設定］ダイアログの各ページで設定をします。

3 ＜OK＞ボタンをクリックします。
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原稿ページ
原稿取り込みに関する設定を行います。

画面6-2：［環境設定－原稿］ダイアログ

解像度が認識対象外のとき（O）
読み込んだ画像の解像度が、『読んde! !ココ』で指定できる範囲(50～
2400dpi)から外れている場合に、『読んde!!ココ』が行う解像度変更の処理
の設定を行います。
[200x200dpiとする]、[300x300dpiとする]、[400x400dpiとする]、

[600x600dpiとする]、[設定画面を表示する]の5つの処理から1つ指定できます。

解像度が低いとき（C）

読み込んだ画像の解像度が、『読んde! !ココ』で指定できる範囲(50～
2400dpi)内であり、かつ200dpi以下の場合に『読んde!!ココ』が行う解像
度変更の処理の設定を行います。[自動で変換する]、[変換するか確認する]、

[変換しない]の3つの処理から1つ指定できます。

高速スキャンを行う（S）

エプソン製スキャナをご使用の場合、チェックするとスキャナドライバの速度優
先モードでスキャンします。ただし画質は多少劣化します。初期設定では高速

スキャンを行いません。

ネットワークスキャナのスタートボタンを検知する（N）

スキャナの選択で、エプソン製ネットワークスキャナが選択されている場合のみ効
果があります。チェックすると、AI SmartScanパネルを表示中に、エプソン製ネッ
トワークスキャナのスタートボタンを押すことで、スキャンを開始することができ

ます。初期設定では検知しません。
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表示ページ
メインウィンドウのツールボタンなどの表示に関する設定を行います。

画面6-3：［環境設定－表示］ダイアログ

読んde!!ココ起動時にスマートナビを起動する（S）

読んde!!ココ起動時にスマートナビを表示するかどうかを指定します。初期設

定ではスマートナビが起動します。

自動領域抽出後に認識パラメータを表示する（P）

領域抽出後に認識パラメータ設定を表示するかどうかを設定します。初期設定

では認識パラメータを表示します

解説表示する（E）

ツールボタン上にカーソルを移動したときに該当するボタンの解説をボタン

の下に表示するかどうかを設定します。初期設定では、解説が表示されます。

画面6-4：解説表示
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ディレイ（L）

［解説表示する（E）］と設定した場合、マウスカーソルがツールボタン上にどの

ぐらいの間置かれていたら解説を表示するかを1／1000秒（ミリ秒）単位で

設定します。初期設定は500ミリ秒、つまり0.5秒です。

背景色（B）...

解説ポップアップの背景色を指定します。初期設定は［黄色］です。なお、解説

の文字は必ず黒で表示されるため、背景色として黒または類似の色を選ぶと、

解説が読みにくくなります。［解説表示する（E）］と設定した場合のみ指定す

ることができます。

画像のズーム

ファイルやスキャナから取り込んだ際の画像データの表示倍率や、認識処理が

終了した際の画像データの表示倍率を［100％］、［50％］、［25％］、［12

％］、［全体］、［幅に合わせる］、［高さに合わせる］の中から選びます。ここで指

定した倍率は初期状態での倍率なので、画像データ表示後に、倍率変更を行う

ツールボタンやメニューコマンドで倍率を変更することもできます。初期設定

は、［読み込み時（R）］は［全体］、［認識終了時（F）］は［25％］です。
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認識ページ
［環境設定］で［認識］タブを選ぶと、［認識］ページが表示されます。認識処理時

の動作を設定します。

画面6-5：［環境設定－認識］ダイアログ

自動領域抽出後の文字領域は段組みなしにする（P）

自動領域抽出処理によって作成される領域では、認識パラメータの段組みを

［なし］に設定します。指定されていない場合には、認識パラメータの初期設定

値が設定されます。初期設定では抽出された領域の段組みは［なし］です。

自動領域抽出時に表領域を抽出する（N）

自動領域抽出時に表領域を抽出するかどうかを指定します。抽出しない場合

には、たとえ文書中に表の領域があったとしても、それを表とは認識せずに文

字の領域の一部として認識します。初期設定では表領域を抽出します。

表罫線抽出時に存在しない罫線を追加する（A）

表罫線抽出時に、画像データには罫線が存在しない場合でも、自動的にセルを

分析して表罫線を設定するかどうかを指定します。初期設定では、罫線を追加

します。

自動領域抽出時にイメージ領域を抽出する（I）

自動領域抽出時にイメージ領域を抽出するかどうかを指定します。抽出しない

場合には、自動領域抽出処理によってイメージ枠が設定されることはありませ

ん。初期設定ではイメージ領域を抽出します。
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周辺の小さい文字をイメージ領域に含む（K）

グラフなどの図の周辺にある小さい文字を文字認識せずに、全体を１つのイ

メージ領域として扱うかどうかを指定します。イメージ領域として扱うと、認

識結果をWordなどのアプリケーションへ転送するときに、図のレイアウトが

くずれるのを防止できます。含まない場合は、図を細分化して１つずつ文字

認識します。初期設定ではイメージ領域に含みます。

スライドレイアウトを固定する（L）

スライド分割時の動作を固定しておくことができる機能です。これにチェック

すると基本操作ツールバーの＜スライド分割＞ボタンをクリックした時、［スラ

イドレイアウトの選択］ダイアログを表示せずにここで設定したスライド分割を

適用して領域抽出を実行します。

＜詳細（D）...＞ボタンをクリックして表示される[スライド分割－詳細－]ダイア

ログで分割方法を設定します。設定方法は＜ヘルプ（H）＞ボタンをクリックし

て、表示されるヘルプで確認してください。

つぶれ／かすれ強化エンジン（E）

認識処理時につぶれ／かすれ強化エンジンを使用するかどうかを指定します。

［すべて使用する］、［つぶれのみ使用する］、［かすれのみ使用する］、［すべて

使用しない］から選びます。初期設定では［すべて使用する］に設定されてい

ます。

反転/網掛け認識エンジン(M)

認識処理時に反転／網掛けエンジンを使用するかどうかを指定します。［使用

する］、［使用しない］の選択をします。初期設定では［使用する］に設定されて

います。

ルビの処理方法（R）

認識処理において、ルビの扱いをどうするかを指定します。処理方法を［その

まま］、［削除する］、［埋め込む］から選びます。［そのまま］を選ぶと、ルビに対

する編集処理は行わず、［削除する］を選ぶと、認識結果からルビは削除され

ます。また、［埋め込む］を選んだ場合は、認識結果でルビは本文中に埋め込ま

れて表示されます。初期設定では、ルビの処理方法は［そのまま］に設定され

ています。

ルビ埋め込み時の囲み

ルビを本文中に埋め込む際に、ルビを埋め込む前後の文字を指定します。ルビ

の処理方法に、［埋め込む］を選んだ場合に指定できます。
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認識領域のずれを補正する（O）

読み込んだ画像に対して枠情報ファイルの位置が若干ずれているとき、認識を

実行すると、認識枠の位置や大きさを自動補正するかどうかを指定します。

接触している下線の除去（U）

認識処理において、文字に接触している下線を除去するかどうかを指定しま

す。除去する場合でも、実際の画像から除去するわけではなく、認識時に下線

を考慮して認識します。下線の影響で認識結果が悪いときのみ指定してくだ

さい。初期設定では除去します。

指定記号のみ半角変換する（C）

認識結果の出力時に半角へ変換する記号を個別に指定した記号のみにするか

どうかを指定します。＜指定（S）...＞ボタンを選ぶと、［半角記号の設定］ダイ

アログが表示され、半角に変換する記号を個別に指定できます。

画面6-6：［半角記号の設定］ダイアログ

指定記号のみ半角変換すると設定していても、［認識パラメータの設定－

出力］ダイアログで［記号（S）］がチェックされていないと変換されませ

ん。

第1部 ユーザーズマニュアル P.105「4.5 認識の設定－認

識パラメータを設定する－認識結果の出力形式を指定するに

は」
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結果ページ
［環境設定］で［結果］タブを選ぶと、［結果］ページが表示されます。認識結果を

表示する認識結果ウィンドウの表示に関する設定を行います。

画面6-7：［環境設定－結果］ダイアログ

書式

認識結果ウィンドウに表示するテキストを［横書き（Y）］、［縦書き（T）］のいず

れで表示させるかを指定します。［横書き（Y）］を選ぶと認識結果は横書きで、

［縦書き（T）］を選ぶと認識結果は縦書きで表示されます。［縦書き（T）］を選

んだ場合は、半角文字に限って右へ90°回転した状態で表示されます。初期設

定は［横書き（Y）］です。

候補位置

認識結果ウィンドウでの候補文字の表示位置を［上（U）］、［下（D）］、［ポップ

アップ（P）］のいずれかで指定します。［上（U）］または［下（D）］を選んだ場

合は、各々の位置に常時候補文字が表示されます。［ポップアップ（P）］を指定

すると、候補文字は右クリックメニュー内に表示されます。初期設定は［下

（D）］です。

折り返し文字数（W）

認識結果ウィンドウに表示される１行あたりの文字数を半角の文字数で指定し

ます。最低は10文字です。初期設定は120文字です。

ただし、ここで折り返し文字数を指定していても、［結果（K）－右端で折り返し

（W）］を指定していると、認識結果ウィンドウのサイズに合わせて［折り返し文

字数（W）］よりも少ない桁数であっても折り返します。
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文字フォント

認識結果ウィンドウに表示する文字フォントの種類とサイズを指定します。設定

したフォントによっては、文字が重なって表示される場合もあります。初期設定

はMSゴシックです。

文字表示色

［アルファベット］［数字］［記号］［カタカナ］［その他］［改行マーク］の文字種

ごとに表示色を設定します。なお文字を見分けやすくするという観点から、マ

イナス（－）、プラス（＋）は「数字」に、長音（ー）は「カタカナ」に属します。

初期設定の表示色は、次のとおりです。

・アルファベット：茶色

・数字 ：緑色

・記号 ：青色

・カタカナ ：青色

・その他 ：黒色

・改行マーク ：黒色

また、認識結果ウィンドウの背景色も変更することができます。

読みにくい文字がないように注意しながら、文字色や背景色を設定してくださ

い。



� 137

読
ん
de
!!
コ
コ
の
設
定

66

読み上げページ
［環境設定］で［読み上げ］タブを選ぶと、［読み上げ］ページが表示されます。認

識結果を読み上げる音声に関する設定を行います。

画面6-8：［環境設定－読み上げ］ダイアログ

読み上げ機能を使用する（Y）

読み上げ機能を使用するかどうかを指定します。

初期設定では使用します。

声の種類（K）

読み上げに使う音声の種類を指定します。

読み上げ速度（S）

読み上げ時の速さを設定します。

声の高さ（P）

読み上げ時の音声の高さを設定します。

声の大きさ（V）

読み上げ時の音声の音量を設定します。

テスト文字列（C）

音声の設定を確認する際の読み上げ文字列を指定します。＜テスト（T）＞ボタ

ンをクリックすると、テキストボックスに表示されている文字列を読み上げます。

 管理者として実行されていない場合、声の種数が選択できないことがあり

ます。詳細は、P.82「4.3 読み上げ」をご覧ください。
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出力ページ
［環境設定］で［出力］タブを選ぶと、［出力］ページが表示されます。認識結果を

出力する際の設定を行います。

画面6-9：［環境設定－出力］ダイアログ

レイアウトを再現する（L）

認識結果をExcel形式で保存、あるいは転送する場合に元原稿のレイアウトを

できるだけ保持した状態でファイルを生成します。Excel上で元原稿のレイア

ウトを再現させたい場合はこちらを指定します。

データを利用する（D）

認識結果をExcel形式で保存、あるいは転送する場合に元原稿のレイアウトを

考慮しないでファイルを生成します。認識結果のデータのみが必要な場合には

こちらを指定します。

サムネイルを付ける（P）

認識結果をPDF形式で保存・転送する場合に、サムネイル付きPDFが作成さ

れます。Adobe Readerのみ効果があります。

タグを付ける（T）

認識結果をPDF形式で保存・転送する場合に、タグ付きPDFが作成されます。
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画像の出力解像度（R）

認識結果を保存する場合、Word形式／HTML形式／一太郎形式／PDF形式

のいずれかが指定されたときに、イメージ領域を指定された解像度に変換して

保存します。解像度は、72dpi／96dpi／150dpi／200dpi／元画像の解

像度から選択します。出力解像度を下げると、結果のファイルサイズを小さく

することができます。

転送用フォルダ

認識結果を転送するとマイドキュメント下の「読んde!!ココ¥転送結果」フォル

ダに転送したファイルが作成され、認識結果が保存されます。＜変更(M)...＞

ボタンをクリックして転送ファイルの通常の保存先を変更できます。

転送用フォルダは、次項「その他のページ」の［作業用フォルダ］と同じフォ

ルダにしないでください。同じフォルダにした場合は、転送ファイルが削

除されることがあります。

Document Browserと連携する（W）

エプソン製のドキュメント管理ツール『Document Browser』と連携して、画

像や認識結果を『Document Browser』のキャビネットに転送できます。

チェックすると、＜設定（S）＞ボタンが有効になるので、ボタンをクリックして

表示される［Document Browser連携の設定］ダイアログで登録サーバー

やキャビネットを設定します。設定方法は＜ヘルプ（H）＞ボタンをクリックし

て、表示されるヘルプで確認してください。

任意項目、業務名の確認ダイアログの表示(G)

エプソン製のドキュメント管理ツール『Document Storage』との連携動作

方法についての設定項目です。

［Document Storage 任意項目、業務名の確認］ダイアログを、常に表示／

類似した任意項目か業務名がある場合のみ表示／表示しないから選択しま

す。

この設定は［Document Storage 登録先情報の設定］ダイアログの任意項

目または業務名に、認識結果を利用する指定にしている場合のみ効果がありま

す。初期設定では常に表示します。なおこの設定は［Document Storage

任意項目、業務名の確認］ダイアログの同じ項目と連動します。
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その他ページ
［環境設定］で［その他］タブを選ぶと、［その他］ページが表示されます。

画面6-10：［環境設定－その他］ダイアログ

認識実行中の文字表示（D）

認識処理の実行中に現在認識中の文字を進捗ウィンドウに表示するかどうかを

指定します。この設定をチェックすると、認識処理速度が20％前後低下するの

で、大量のデータを処理する場合は文字表示をしない設定にすることをお勧

めします。初期設定では、処理中の文字イメージは表示されません。

認識終了時のサウンド（S）

認識処理の終了時に、サウンドで終了を通知するかどうかを指定します。初期

設定では処理の終了がコントロールパネルのサウンドのメッセージ（情報）に

設定されているサウンドで通知されます。もし設定されていなければビープ音

で通知されます。

設定（E）...

通知に使用するサウンドファイルを設定します。［WAVファイルの設定］ダイア

ログが表示されるので、サウンドファイルを選んで、＜開く（O）＞ボタンをク

リックします。［認識終了時のサウンド］をチェックしている場合のみ指定する

ことができます。

並べ方

認識処理の終了後に画像ウィンドウと認識結果ウィンドウを、［上下（T）］［左右

（Y）］のいずれの方法で並べて表示するかを指定します。
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優先表示ウィンドウ

認識処理の終了後に画像ウィンドウと認識結果ウィンドウのどちらを優先させ

て表示するかを指定します。ここで指定したウィンドウは、［上下（T）］に並べ

て配置する場合は上に、［左右（Y）］に並べて配置する場合は左に表示されま

す。

認識結果と画像を連動させる（L）

認識結果と対応する画像データを連動させて表示させるかどうかを指定しま

す。連動させると、認識結果ウィンドウのカーソル位置の文字に対応する画像

データ部分が画像ウィンドウ上で色付きで表示され、必要に応じて画像ウィン

ドウが自動的にスクロールします。初期設定では連動して表示されます。

認識前後の処理を自動化する（A）

OCR作業の各ステップとステップの間の処理を自動で行うかどうかを指定し

ます。チェックをして、＜設定（B）＞ボタンをクリックすると、［操作アシストの

設定］ダイアログが表示されるので、ここで詳細設定をします。初期設定では

自動化しません。

P.126「5.10 操作アシスト機能について」

中間形式ファイルを編集終了時に削除する（C）

中間形式ファイルを編集終了時に自動的に削除するかどうかを指定します。

チェックすると、保存されている中間形式ファイルを読み込み、編集した後、保

存したり他のアプリケーションに転送した場合、編集終了時に読み込んだ中間

形式ファイルを自動的に削除します。初期設定では、中間形式ファイルを自動

的に削除しません。

状態復元機能を利用する（Q）

状態復元機能を利用するかどうかを指定します。チェックすると、認識枠の設

定中や認識結果の編集中など、作業の途中で『読んde!!ココ』を終了しても、

次回起動時に作業中だった状態を復元させることができます。初期設定では、

状態復元機能を利用しません。

作業用フォルダ

状態復元機能を利用する場合に、作業中のデータを一時的に保管しておくフォ

ルダを指定します。［作業用フォルダ］の指定は、画像リストに何も表示されて

いないときにのみ変更できます。

初期設定は、一時フォルダの中のWORKフォルダが設定されています。
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　作業フォルダについて

・作業用フォルダには、読み込まれた画像データ、枠情報、認識結果など現在

の作業状態がすべて保存されています。そのため複数の画像ファイルを画

像リストに登録して作業を行う場合には、十分な空きのあるドライブを作業

用フォルダとして指定してください。また、その際重要なファイルがあるフォ

ルダは指定しないでください。

・作業用フォルダは、前項「出力ページ」の［転送用フォルダ］と同じフォル

ダにしないでください。
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6.2 ツールバーの設定

旧バージョンからのメイン、編集、表示、表関連、認識、ユーザ設定の6つのツール

バーに関して、表示するボタンを個別に指定したり、ボタンの順序を変更できま

す。

ユーザ設定ツールバーとは、メイン、編集、表示、表関連、認識の5つのツール

バーの各ボタンを1つのツールバーにまとめたものです。

また、基本操作ツールバーとアプリケーションバーに関して、文字列の表示／非表

示の切り替えができます。

ツールバーの設定

1 ［オプション（O）］－［ツールバーの設定（T）］－［旧ツールバー］から変更する

ツールバーを選択します。

［ツールバーの変更］ダイアログが表示されます。

2 ［現在のツールバーボタン（T）］を編集します。

画面6-11：［ツールバーの変更］ダイアログ

このダイアログでの変更内容は、表示されているツールバーにも同時に反映さ

れるので、確認しながら作業してください。

●ボタンの順序を変更する場合
［現在のツール バー ボタン（T）］からボタンを選択して＜上へ（U）＞ボタン、

＜下へ（D）＞ボタンを選びます。

●ボタンを表示しないようにする場合
［現在のツール バー ボタン（T）］からボタンを選択して＜削除（R）＞ボタンを

選びます。
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●再度ボタンを表示させたり、区切り線を追加するには
［利用できるツール バー ボタン（V）］からボタンを選択して＜追加（A）＞ボタ

ンを選びます。

●ボタンの設定をインストール時の設定に戻すには
＜リセット（E）＞ボタンを選びます。

3 ＜閉じる＞ボタンをクリックします。

初期設定では旧ツールバーは非表示の設定になっています。ここで設定

したツールバーを表示するには［表示(V)］－［ツールバー(T)］－［旧ツー

ルバー］から、表示させたいツールバーを選択します。

文字列の表示切り換え

［オプション（O）］－［ツールバーの設定（T）］から［基本操作の文字列表示］／［ア

プリケーションの文字列表示］を選択します。

それぞれ、チェックがついている場合は文字列を表示します。チェックをはずすと

文字列は非表示になります。
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